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f 汰じめ 5 こ 


本書は，日本電気の PC - 8 8 01 mkn SR を ベースに して，プログラミングをしよ 
うと考えている方のために書かれたものです. 

プロダラミングをめざす方の目的は，様々なものがあると思いますが，読者の方々がど 
のような目的をもって読むにしても，プログラミングをする上で必要な技術的事項につい 
て本書は書かれています. 

従来出ていた多くの機器解説書は，入門者にも分かる様に書かれ，技術資料としてより 
も，解説書の傾向が強いものでした.それに対して本書は，アスキーの ホームソフト ウヱ 
ア プロダクツ （ HSP , ゲームソフト 等の開発部門） が，プログラミング する上での内部 
資料として作った技術資料集です.従って，入門者の方は本書以外に解説書も読まれる事 
を御勧めいたします（本社発行の PC-T echknow 8800 や PC-8801 マシ 

ン語入門など）. 

読者の方々が，本書を利用することによって PC- 8 8 01 mknSR を理解し，その 
性能を充分に活用した，プログラムを作られる事を望んでやみません. 

19 8 5 年 

編集担当 HSP 上京陽 一 


-御注意- 

御質問について. 

本書の内容は， HSP と早稲田情報科学研究会の独自の調査 • 解析に基ずく 
ものですから，内容についての御質問は書面にて当社までお寄せください. 
内容についての電話質問には， HSP または当社ユーザーサポートでは，お 
答えしかねる場合がございます. 

本書の運用上の影響 について， 株式会社 アスキーで は責任を負いかねますの 
で 御了承ください. 
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1• S R 情宰 S 


1.1 拡張ライトビット 

「拡張ライトビット j とは ， PD 8 2 5 7にモードセットのために送る8ビットデータ 

のうちの1ビットです. 


7 6 5 4 3 2 1 0 


ポート6 8 H 



オートロード 

TC スト ップ〇 
<拡張ライト> 


1 - DMA チャネル0 
— D M A チャネル1 


DMA チャネル2 



回転優先 


DMA チャネル3 


従来は常に“ 0 ” にセットされていましたが， V 1 ノーマル スピードモードでは，ハー 
ド的なタイミングのため，必ず“1”にセットしなければなりません.もしこのビットが 
“ 0 ”ならば， DMA 転送は行われず，画面は消えた状態になります.なおハイスピード 
モードでも“1”にセットした方が良いようです. 

また，画面をいったん消すときに6 8 H ポートに0を送っても画面は消えますが，その 
後の動作が保証されません. 51 H ポートに0を送ってください. 
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1.2 ROM から見たハードウヱア識別方法 

① N - BASIC と N 88- BASIC(in PC -8801 シリーズ） 

if (PEEK (3) *&h 1〇 〇 + PEEK ( 2 ) ) =&hFFFF 

then N-BASIC 

i f ( " ) =& hE 1 A 0 

then N 88 -BASIC 

② PC - 8 0 01 (MK n ) と PC - 8 8 01 シリーズ 

STATUS 二 I NP (&h 7 0) 

OUT&h 7 0, &h 5 5 
if INP (& h 70) =& h 55 

then OUT & h 7 0, STATUS 

—— ► PC - 8 8 01 シリーズ 

else - ► PC -8001 ( MKH ) 

③ PC — 8801 と PC — 8801 MKII と PC — 880 1 mkDSR 

VRSN = &h 7 9 D 7 

if PEEK ( VRSN )< ASC ( << 3 ，> ) -> PC - 8 8 01 

= ，， - PC -8801 MKH 

> f ， - PC - 88011 VIKHSR 

④ V 1 モードと V 2 モード （i n PC - 8 8 01 MKHSR ) 

if INP (& h 31) AND & h 80 = 00 — V 2 モード 

= 80 — VI モ ー ド 
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1.3 ハイス ピードモードにおける制約事項 

DM A 転送により，テキスト R A M (F 0 0 〇〜 F F F F ) へのデータのロー ドは でき 
ませんまた，テキスト RAM 必ず F 0 0 〇〜 FFFF の 中に存在しなければなりません. 


1.4 N 8 8から N への切り換え 

マシン語で， N 88モードから， N モードへ切り換えるには， ROM のエントリーを使 

うことはできません. 31 h ポートを利用します. 

正しい例 D I 悪い例 L D DE , 0 0 01 

LD A , ( E 6 C 2) J P 7 7 E 5 

AND F 9 
OR 4 

OUT ( 31 ) , A 
J P 0 


1. 5 カラーモード 

PC -88 〇 1 MKHS 尺では， 8/5 12 色の 2 つの モードがあり， 
r VI 起動時には， 8色モード 

- V 2起動時には，512色モード 


として初期化されています. 



1.6 CALL 文の注意事項 


CALL 文は R 〇 M 化により以下の様な注意があります. 

「もし，マシン語の中で， ROM 内ルーチンを利用したいときは，必ずその前後でポー 
卜71 H の状態を記憶しておき，かつ ROM 内ルーチン利用時に4 t hROM を禁止しな 
ければなりません .j 

「 CALL 文処理で，ユーザのマシン語プログラムへ飛んだ状態では，いまだ4 t hR 
〇 M がセレクトされているので注意する.」 


1.7 CMD 命令の拡張方法 

NEW CMD 文により， MUSIC 命令がリンクされている状態で， CMD 命令を拡 
張できるように， HOOK が用意されています. 

(1) HOOK 状態 

CMDHOK は， MUSIC 命令で使用されているため，新たに用意した CMD 2 HK 
( E 10 6 h ) を使用する. 

MUSIC 命令と PA LETTE 命令が D I SPATHCHER で全てはねられると， 
TEXT POINTER [ HL ] を CMD の次にもどして， CMD 2 HK を CALL し 

ている （〔 A 〕 の内容は壊れている）. 

この時点でスタックには， HOOK からの リターン アドレスと，この CMD 2 HK で何 
もせずに戻った場合に エラーを 表示するために， シン タ ッ クス • エラーのエントリー アド 

レス （ 0 3 9 3 h ) が積まれている. 

ポート7 lh の状態は， 4 thROM をセレクトしている. 


(2) HOOK 方法 

① CMD 2 HK を ， JP xxxxh に書き換える. 

② スタ ックの C M D 2 H K からの戻り 番地とシンタ ッ クス.エラーのエントリ ー アドレ 
スを POP する. 

③ ポート71 h の ROM BANK の状態を MA I N ROM にしておく. 



1.8 拡張 RAM ボード 


PC -8012-12 (32 K 拡張 RAM ボード）の使用はできません.もし ， RAM 
を増設したいときには， PC - 8 8 01 - 0 2 (12 8 K 拡張 RAM ボード）を使用して 

ください. 
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TEXT 

RAM 







IEROM 


N88 

BASIC 

ROM 


N 

BASIC 

ROM 


MAIN 

RAM 


















スタック 
ストリング用 


スタック 

プログラム， 変数 

エリア 

メイン RAM 

(N88 MONITOR ) 

N —BAS IC 


ROM 




BASIC 


FFFF 


FO 0 0 
EFFF 

















メイン RAM / 
テキスト VRAM 


メイン RAM 


ウインドウ 


N 88 

BASIC 


ROM 










により切り換わる 






テキスト 

エリア 

メイン RAM 


























メイン R A M / 

テキスト VRAM 


メイン R A M 






2.6 メモリモードの選択方法 


OUT 31 h 



7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 







RMODB 

MMODB 


OUT 3 : 

^ h 











EROMSL 

1 

EROMSL 

0 

OUT 7 

1 h 












IER0M 


メモリモードの選択 


MMODE 

RMODE 

EROMSL1 

EROMSL0 

動作 モード 

■ 




N-BASIC 

■ 




mm 










N88 V 2 


■ 




■ 


■ 


6 4 K RAM 


2 0 

















拡張 ROM の選択 （ N88-BAS IC VI ， V2 モードのみ ) 



EROMSL 1 

EROMSL 0 

6 0 0 0 〜 7 FFF 番地 ROM 

I EROM 

1 

■ 

■ 

BASIC ROM 

0 



拡張 ROM バンク 0 ( V 1) 



バンク 1 (V 2) 


■ 

バンク 2 (V 2) 

1 

1 

バンク3 ( V 2 ) 
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2 . 7 ウインドウ機能 


ウィンドウは， N 88 — BAS IC モードで使用できる機能で，80 0 0〜83 FF 番 

地の1 K バイトに有り，このアドレスをリード/ライトすることにより，〇〜7 FFF 番 
地までのメイン RAM に対してリード/ライトができるものです. 

ウィンドウのハードウェアは， 8 b i t の オフセット アドレスレジスタ（〇 A R ) ，ア 
ドレスカロ 算部， アドレスインクリメント 部より なり， 〇 AR は プログラム によりオフセッ 
トアドレスに 設定され ます. 

オフセットアドレスに関するポート 


〇 A R をセット 

OUT 

7 0 

〇 A R をリード 

IN 

7 0 

〇 AR を+1 

OUT 

7 8 ( OUTPUT する DATA は何でも良い) 


ウィンドウ機能の動作図 


10^0 

0 0 XX 

X X X X 

X X X X 

MSB MASK 

i ， 

f 

0 0 0 0 

0 0 xx 

X X X X 

X X X X 



OAR 




テキスト RAM アドレス 

1 


8000〜 83 FF までのアドレス 


MASK された アドレスは 〇〜3 FF と 
なる 

〇 AR を加える 














ウィンドウ使用上の注意 

高速モードにおいて，ウィンドウ機能を用いて F 0 0 〇 〜 F F F F 番地のリ ー ド/ライ 
卜を行うと ， C P U のメモリマップ上にない6 4 K メイン RAM の FO 0 ◦〜 FFFF 番 
地が選択されてしまいます . C P U のメモリマップ上にあるテキスト R A M に対してのリ 
ー ド/ライトは行えないことに注意してください. 
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3 . R O M 内角举析 


3.1 N88 尺〇闓変更点 【 MAIN ROM 】 


アドレス 

内 容 

0005 -0006 

システムイニシァライズを V 2 モードに対応して行う 

007 D - 0088 

整数式を評価して D E に入れた後 ， D = 2なら DEC D を行う 

(漢字 PUT ルーチン） 

03 B 3 - 

ロングエラーメッセージを出力する 

0437 -043 C 

エラーメッセージが E 2 R 0 M 内にあるため，先頭アドレスを得るルーチン 

を E 2 R 0 M 内に置き （64 AFH ) そこへとぶ.この後 045 AH へとんでくる. 

043 D -0450 

VI , V 2 各モードに対応して I EROM をセレクトする. 04 AAH のコ 

マンド待ちルーチンよりとんでくる 

Out EOROM をセレクト（ VI モード） 

E 1 ROM をセレクト （V 2モード） 

0451 - 0467 

エラーメ ッ セージが E 2 E 0 M 内にあるため， E 2 R 0 M をセレクトして E 2 R 0 M 

内から文字列出カルーチンを呼ぶ 

04 AA -04 AD 

コマンド待ちルーチン .V 2モードに対応するため I E ROM のセレク 

をしておく 

0 DD 5 - 

AUTO 文エントリ E 2 ROM 64 BFH へジャンプ 

0 DDB - 

キーボードの〇 PEN ( I /〇処理ルーチン） 

0 DE 6 - 

キーボードの BACK CHARACTER ( " ) 

0 DF 0 - 

キーボードの LOC 処理 （ " ） 

0 DF 7 - 

スクリーンへの OUTPUT ( " ) 

284 E -284 F 

Division by Zero エラーメ ッ セージアドレス 

286 E - 2879 

4 thROM の状態を保存しながら ROM 内の文字データを出力 

( E 2 R 0 M 64 ACH をコール） 

289 E - 289 F 

Overflow エラーメ ツ セージアドレス 

38 BD - 

DM A FD 用 ワークエリア設定 ( E 2 R 0 M 64 BFH へジャンプ） 

38 C 4 - 

OUT ( E 6 H ) , A を実行した後 

ハイスピードモードなら E 2 ROM 6 5 1 BH へジャンプ 

ノ ー マルスピ ー ドならリタ ー ン 

( 7 7 9 CH モード分岐よりコール） 


2 4 





38 D 1 


E 3 ROM 6 0 2 4 H へジャンプ（将来の拡張用） 


38 D 7 

38 DE 

38 E 9 

391 F 

3926 

392 D 

3934 

393 B 

3942 

3948 

394 E 

3955 

395 C 

3962 

39 C 2 


E 3 ROM 6 0 2 7 H を 


ル 


39 DC 

39 E 4 

3 A 03 

3 A 2 D 

3 A 88 

3 AAD 

3 AB 4 

3 ABE 

3 AED 

3 AF 7 

3 AFE 


E 3 ROM 602 AH をコール （ " ） 

DMAFD アクセスルーチン 

DM AFD インタラプトウヱイト （ E 2 R 0 M 64 E 5 H をコール) 


MUSIC BIOS 
GRAPHIC BIOS 
DMAFD 関係ルーチン 
DMAFD 関係ルーチン 


( E 3 R 0 M 600 OH をコール） 
( E 2 R 0 M 652 AH をコール） 
( 〃 652 DH 〃 ) 
( 〃 6530 H 〃 ) 


E 2 ROM 6 5 3 6 H へジャンプ（将来の拡張用） 

E 2 ROM 6 5 3 9 H へジャンプ （ ” ) 

E 2 ROM 6 5 3 CH をコール （ " ） 

E 2 ROM 6 5 4 EH をコール （ " ） 

E 3 ROM 6 0 2 1 H へジャンプ （ ，， ) 

アナログモードのパレットの初期化 

CHK 8 8 スピードモードを調べる 

Out CY — 〇（ハイスピードモード） 

CY — 1 (ノーマル スピードモード） 

ディスクアクセス位置のエラーチヱック （ E 2 R 0 M 64 EBH をコール） 

J PEROM 
J PM A I N 

ドライブ ステータステーブルの書き換え （ E 2 R 0 M 64 EEH をコール） 


DM AFD 


ドリストア 


DMAFD シークトラック 

ERC ALL 
MNC ALL 

DMAFD インタラプトウェイト 
Status check for FDC 

ファイルバッファアドレスの設定 

Out HL — 8 4 0 0 H (ノー 


64 F 1 H 

64 F 4 H 


( E 2 R 0 M 64 E 5 H をコール） 
( ” 64 F 7 H ” ) 


ルス ピー ドモード） 


8 5 0 0 H (ハイスピードモード ） 

(この850 0 H は E 2 R 0 M の 7 FFE -7 FFF に入っている） 


3 B 17 


メモリへ F D からのデータを ロード 


( B 2 RQM 64 FAH をコール） 


2 5 



3B1E 

3B25 

3B2E 

3B35 

3B3C 

3B43 

3B4A 

3B50 

3B56 

3B5C 

3B62 

3B68 

3B6E 

3B74 

3B80 

3B87 

3BDE 

3BE5 

3C71 

3C78 

3C7F 

3C86 


3C8B 

3C94 

3C9B 


3CAC 

3CB9 

3CC0 

3D67 


単精度の A T N 関数 
V1 モードの ROLL 文 
EDI T 行番号セット D 〇 W N 

〃 UP 

1 文字出カカーソル補正 

SEARCH 文 
W H I LE 文 
WEND 文 
CALL 文 
W R I TE 文 

EDIT ROLL UP キー 


” DOWN キー 

E 2 ROM 6 5 3 3 H へジヤンプ 

倍精度関数への分岐 

D M A アドレスのセット 

倍精度の式の評価 
拡張 CMD 命令の分岐 


システムイニシャライズモードによる分岐 

DMAFD イタラプト待ち 
CRT を 8 0 桁にセットする 

Read Data From F D C ( 
PRINT 


(E2R0M 64A9H を 
処理後 E2R0M 64B5H へ 


ル） 


(E2R0M 64C1H をコール） 


// 


// 


// 


// 


// 


// 


// 


64C4H 

64C7H 

64CAH 

64CDH 

64D0H 

64D3H 

64D6H 


64BBH へジヤンプ） 
64BEH " 


( 将来の拡張用) 


(B2R0M 64FDH をコール ) 


6518H 


// 


6545H 


// 


6548H 


// 


’NEC N-88 BASIC Version 1. 4 Copyright ⑹ 1981 by Microsoft’ 
PRINT ’Copyright ⑹1981 by Microsoft ， 

Write Data to FDC (E2R0M 654BH をコール ) 
E 2 ROM 内から 1 文字得る 


In 

Ou 


HL 

A 


了ドレス 

文字の アスキー コード 


DMA8 インチインタラプト 
DMA5 インチインタラプト 
ジャンプ テーブル 設定 


(E2R0M 6509H をコール ) 


650CH 


// 


DM A 8 or 5 の パラメータテー ブルの チヱ ンジ 


(E2R0M 650FH をコール ) 



3 D 8 D WR I TE のデータ転送 （ BUF )— (物理転送アドレス） 

( E 2_ 6512 H を コール） 

3 DB 7 READ のデータ転送（物理転送ァドレス）— ( BUF ) 

( E 2 R 0 M 6515 H をコ ー ル) 

3 D.BE システム〇 UT ルーチン 

In H — n 

L — n ’ 

PUSH HL 

J P ( JR ) 3 DBEH の実行 
Out OUT (3 2 H ) , n 

OUT (71 H ) , n ’ の実行 

5559 -5567文字列出カルーチン内4 t h R 0 M の状態を保存する 
69 C 7 -69 C 9 ジャンプテーブル初期化ルーチン内 V 2モードに対応する 

69 CA - 69 D 0 はゴミになる 

6 F 12 キーボード I NPUT (I /〇処理ルーチン） 

6 F 1 E " PUT/GET ( " ) 

6 F 37 スクリーン OPEN ( " ) 

6 F 3 F " PUT/GET ( " ) 

6 F 61 " OUTPUT ( " ) 

7013 CRTC 初期化ルーチン内拡張ライトビットを立てる 

72 FB 年号の初期設定を’ 8 5にする 

77 DD NEW 文エントリー 

78 D 2 -78 D 4 システムイニシャライズルーチン内ファイルバッファアドレスの設定 

ノ ー マルスピードモードのとき 8 4 0 0 H より 

ハイスピードモードのとき 8 5 0 0 円より 

7969 -796 E システムイニシャライズルーチン内 

V 2モードのときは’ V e r 2.0’ とプリント 

79 D 7 文字列’ V e r 1.4’ 
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.2 EO ROM 変更点 



アドレス 


6007 -600A PUSH HL,JP 7D00H の実行 E2R0M PUT サブルーチン 7B02H より ERCALL 

68DB -68E1 COLO R 文処理ルーチン内 ボーダー カラ ー 指定についてのパッチ 


68EC -68F2 COLOR 


(E1R0M 60ABH をコール） 

(n,n ’） 文処理ルーチン内アナログモード用パッチ 


723E -7247 PUT KANJI 文処理ルーチン内/ 4 角文字も漢字 R 〇 M から読み込む 
725D -725E KANJI コード DE が 200HSDES2FFH のとき， DE から 100H を引いて，％角 

文字とみなす. 



3.3 El ROM の解析 


☆表記上の注意. 

♦A, BC, DE, HL はレジスタを表し， CY, Z はフラグを表す. 

• (BC, DE) 等の表記はグラフィックの座標を表す. 

• E 1 ROM 内のルーチンでは， IX, I Y ， 裏レジスタは保存される. 
• ラベル，アドレス対応表 


ラベル 

T ドレス 

ラ ベ ノレ 

アドレス 

ラベル 

アドレス 

S-ALU 

8 4 9 D 

V YLEFT 

F 0 2 F 

D I SPGE 

F 0 8 C 

B W 

8 4 9 F 

VXRGHT 

F 0 31 

VXD I FF 

FO 9 0 

SAVCLR 

8 4 DD 

C ADDR 

FO 3 3 

VYDIFF 

FO 9 2 

GXPOS 

F 01 A 

CM ASK 

FO 3 5 

WXD I FF 

F 0 9 4 

G YPOS 

F 01 C 

SCNMOD 

F 0 8 7 

WYD I FF 

F 0 9 8 

L I NSTL 

F0 2 5 

SCNFLS 

F088 

FRX 

F 0 9 C 

VXLEFT 

F 0 2 B 

ACTPGE 

FO 8 9 

FRY 

F 0 A 0 

V YRGHT 

F 0 2 D 

SCNPGE 

F 0 8 B 

FTEMP 

F 0 AC 


☆ E 1 ROM は大きく分けると次のようになる. 

① 6 0 0 D — 6 0 4 A ジャンプ アドレス テーブル 

② 6 0 4 B - 6 0 B 9 ジャンプテーブル 

③ 6 0 BA - 7 FFF 各サブルーチン群 
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【 E1R 〇 M ジャンプアドレステーブル】 


番号 

アドレス 

内 容 




0 

7 9 5 F 

PRESET 文 

16 

6B2 4 

WIN DO W 文 

■ 

7 9 6 4 

PSET 文 

17 

7 10 4 

PA I NT 文 


6 AF A 

MAP 関数 

18 

6 4 6 2 

SCREEN 文 

3 

7 8F5 

GET®, PUT@ 

19 

6 B 2 B 

VIEW 関数 

4 

6B 10 

COP Y 文 

2 0 

6 5 4 3 

CLS 2 

5 

6B0 8 

COPY キー 

21 

6 6 DA 

LP の 初期化 

6 

7 9E5 

L I NE 文 

2 2 

6B32 

ONGOSUB サブルーチン I 

7 

6 B 0 F 

PO I NT 文 

2 3 

6B3 9 

PEN 閨数 

8 

62E6 

グラフィック 画面 1N1T 

2 4 

6B4 0 

ONGOSUB サブルーチン n 

9 

6 5 7 5 

V I E W 文 

2 5 

6 9 AO 

KEY 文 

10 

7E5 9 

POINT ( Sx,Sy ) 

2 6 

6B4 7 

TIME$ 関数 

11 

6B 16 

POI NT 関数 

2 7 

6 B 4 E 

DATE$ 関数 

12 

6B6 9 

COLOR 文 

2 8 

6 B 5 5 

PC -8031 _ 2W モードセット 

13 

EEBC 

ROLL 文 

2 9 

6 B 5 C 

ドライブ 対応表作成 

14 

7 4 7 3 

C I RCLE 文 

3 0 

6B6 3 

RENUM 文 

15 

6B 1 D 

WINDOW 関数 
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【El ROM ジャンプテーブル】 



T ドレス 

飛び先 

6 

0 

4 

B 

JP 6127 

6 

0 

4 

E 

61 CA 

6 

0 

5 

1 

6546 

6 

0 

5 

4 

664 F 

6 

0 

5 

7 

666 D 

6 

0 

5 

A 

65 DB 

6 

0 

5 

D 

6481 

6 

0 

6 

0 

6 A 51 

6 

0 

6 

3 

673 C 

6 

0 

6 

6 

6754 

6 

0 

6 

9 

60 DB 

6 

0 

6 

C 

6 A 26 

6 

0 

6 

F 

634 A 

6 

0 

7 

2 

641 F 

6 

0 

7 

5 

63 A 8 

6 

0 

7 

8 

66 DA 

6 

0 

7 

B 

6 B 7 E 

6 

0 

7 

E 

6 A 76 

6 

0 

8 

1 

6 A 7 A 

6 

0 

8 

4 

6 A 7 F 

6 

0 

8 

7 

6 A 84 

6 

0 

8 

A 

73 D 6 

6 

0 

8 

D 

752 B 

6 

0 

9 

0 

79 AF 

6 

0 

9 

3 

79 C 1 

6 

0 

9 

6 

79 D 9 

6 

0 

9 

9 

79 CC 

6 

0 

9 

C 

7 B 23 



( BC , DE ) のビューポートチヱック 
( BC , DE ) のアドレス計算 


Back Ground Color 


CLS 2 IN Areg — 

VIEW 計算 X について 
” Y について 


" ルーチン （GB I OS よりコール） 

グラフ ィ ックス 画面初期化 

PSET SUB IN (CADDR ) —Address (CMASK ) —Bit Pattern 


MAP 計算 


Wx—Sx or Wy—Sy 
Sx->Wx or Sy—Wy 


境界色ワークエリアセット IN Areg—Border Color 


ALU のセット 


IN Areg—For Ground Color 


ー ポート座標， LP , (CADDR 



(CMASK ) の初期化 


グラフィックス画面初期化 （EOROM 681 FH をコール） 
ビューポート 座標 ワークエリアの初期化 
LP — ビューポートの 左上の座標 
領域色 ワークエリアセット IN Areg—Color 

グラフ ィ ックの 初期化 

タイルペイントサブルーチン （ GBI0S よりコ ー ル） 


ペイント 


サブルーチン （ 


CIRCLE 角度読み込み （ 〃 ） 

メモリの確保&ワークエリアの初期化 

CIRCLE サブルーチン （ " ） 

HL —( GXPOS ) と BC の差 
HL —( GYPOS ) と DE の差 
BC と （ GXPOS ) を入れ替える 
DE と （ GYPOS ) ガ 

し INE ( BC , DE ) — （（ GXPOS ) , ( GYPOS )) 

ALU ,, ( LINSTL ) , ALU 





6 0 9 F 

7B51 

LINE (BC, DE) - ( (GXPOS) , (GYPOS)), 



ALU,B, (LINSTL), ALU 

6 0 A 2 

7A17 

LINE (BC, DE) — ( (GXPOS) , (GYPOS)), 



ALU,BF, (LINSTL), ALU 

6 0 A5 

7E60 

アナログパレッ ト初期化 

6 0 A8 

7E77 

CMD PAL 文 

6 0 AB 

7EB9 

COLOR (n, n’ ） 文 （ V 1 モード） 

6 0 AE 

7E9E 

アナログパレットの 設定 IN A—palette No. DE—color code 

6 OB 1 

7F10 

バックグラウンドカラー，ボーダーカラーの 初期化 

6 0B4 

6AB1 

条件による ALU の 設定 

6 0B7 

6AF3 

GBIOS のカラー終了 E2R0M 6551H へジャンプ 
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[ E 1 ROM サブルーチン】 


Out 


In 



理 


BC — X 座標（スクリーン座標) 

DE — Y "( " ) 


ユ 


ー ポ ー ト内にある — C Y 

外にある — C Y 


(境界線上はビューポート内とする） 
保存されるレジスタ HL 


BC — X 座標（スクリーン座標) 
DE—Y"( " ) 


Out ビュ ー ポ ー ト内にある — CY = 

外にある — CY = 
(境界線上はビューポート外とする） 


保存されるレジスタ HL 


In BC — X 座標（スクリーン座標） 

DE—Y"( " ) 

(座標はクリッビングしておく） 
Out (CADDR ) —GVRAM アドレス 

(CMASK ) —ビットパターン 
保存されるレジスタ BC , DE 


ク画面の初期化 


なし 


Out グラフィック画面の初期化をする 
保存されるレジスタなし 
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6 3 3 4 グラフィック画面クリア 


In 


C — プレーンポー トアドレス 


6 3 4 A 


ビューポート座標 
ワークエリアの初期化 

( 注意） 


Ou 


( 5 C , 5 D , 5 E ) 

指定されたプレーンをクリアする 
(ビューポートは無視する） 


保存されるレジスタ 


In 


Ou 


Z — 〇以外 （ 6 4 0 X 2 0 0 ) 
Z — 0 (640 x 400) 

ビューポートを 


このルーチンは実際に画 （0,0) 




( 6 3 9, 19 9 or 3 9 9 ) に 


面のモードを変えるわけで Lastreferenced Point 


( 0 , 0 ) 


はない. 


( CADDR ) 
( CMASK ) 


C 0 0 0 h 


8 0 h 


保存されるレジスタなし 



In 


なし 


Ou t ( CADDR ) —ビューポート左上 

の GVRAM アドレス 

(CM ASK ) —ビューポート左上 

のビッ ト パターン 
保存されるレジスタなし 


6 5 4 6 CLS 2 


In 


ックグラウンド カラー 


Out ( CADDR ) —ビューポート左上 

の GVRAM アドレス 

( CMASK ) —ビューポート左上 

のビッ ト パターン 
保存されるレジスタなし 
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6 5 D B VIEW サブルーチン In ( VXLEFT ) — X 1 座標 

( GBIOS よりコール） （ VYLEFT )— Y 1 

( VXRGHT ) —X 2 
( VYRGHT ) —Y 2 

B — 領域色 +1(= 0 動作しない) 
C — 境界色+1 ( 〃 ) 

Out VIEW の実行 
保存されるレジスタ HL 

6 6 4 F VIEW#，I In (VXD IFF )] 

(W X D I F F ) 」に値をセット 

Out 

(FRX) — (VXDIFF) / (WXDIFF) 

保存されるレジスタなし 

6 6 6 D ソ1巳奴計算11 In ( V YD I FF ) -| 

(W Y D I F F ) 」に値をセット 

Out 




( FRX ) — ( VYDIFF ) / ( WYDIFF ) 

保存されるレジスタなし 

6 6 DA 

Lastreferenced Point 

( LP ) の設定 

In なし 

Out LP — ビューポートの左卜の座標 

保存されるレジスタ A 

6 6 F 9 

MAP 計算 

(VIEW 計算 i n を実行後） 

In (FTEMP )— グラフィック座標] 

A -0 ( Sx — Wx ) (単精度） 

1 ( Sy — Wy ) 

2 ( Wx — Sx ) 

3 ( Wy — Sy ) 

Out FAC (単精度）—計算した座標 



保存されるレジスタ A , HL 












6 8 D 8 

クリッビング 

In ( BC ， DE )-( X 1, Y 1) 

(( GXPOS ) , ( GYPOS )) 

— ( X 2, Y 2) 

(座標はオリジナルスクリーン座標系） 

Out ( BC , DE ) 

(( GXPOS ) , ( GYPOS )) 

にクリッビングされた座標 

保存されるレジスタなし 

6 A 2 6 

A L U セット 

In A — フォアグラウンドカラー 

Out ( S - ALU )— カラ ー 対応データ 

ALU にデータをセット 

( SAVCLR ) にデータセット 

( BW ) にデータセット 

保存さるレジスタ A , BC 

6 A 51 

拡張アクセスモードで 

点を描く 

In ( C A D D R ) — G V R A M アドレス 

(CM ASK ) —ビットパターン 

ALU にカラーと条件をセット 

Out 拡張ァクセスモードで点を描く 

HL —( CADDR ) 

BC—(CM ASK ) 

保存されるレジスタ BC , DE 

6 A 7 6 

グラフィックの初期化 

In ( SCNM 〇 D )— スクリーンモード 

( SCNFLS ) —画面スイッチ 

( ACTPGE ) , ( SCNPGE ) 

—ァクティブページ 

(D I SPGE ) 

—ディスプレイぺ ー ジ 


Out BAS I C の SCREEN 文と同じ 

保存されるレジスタ HL 




6 AB 1 

• 

条件による ALU の設定 

(606 C , 6 A 26 をコールして 

おく） 

In B — 0 ( OR ) 

B 1 ( AND ) 

B 2 ( PRESET ) 

B 3 ( PSET ) 

B 4 ( XOR ) 

Out 条件による ALU の設定 

保存さるレジスタ D E , H L 

7 9 7 4 

GVRAM に点を描く 

In BC — X 座標（スクリーン座標） 

DE —Y 

カラー，条件は ALU にセット 

Out 指定した座標に点を描く 

保存されるレジスタ HL 

7 9 AF 

沢用ルーチン 

In BC , (GXP OS ) に値をセット 

Ou t HL —( GXPOS ) と BC の差 

保存されるレジスタ BC , DE 

7 9 C 1 

汎用ルーチン 

In DE , (GYP OS ) に値をセット 

Out HL — (0丫？〇3)と0巴の差 

保存されるレジスタ BC , DE 

7 9 CC 

汎用ルーチン 

In なし 

Out DE と （ GYPOS ) を入れ替える 

保存されるレジスタ A , BC , HL 

7 9 D 6 

沉用ルーチン 

In なし 

Out DE と （ GYPOS ) を入れ替える 

BC と （ GXPOS ) ” 

保存されるレジスタ A , HL 

7 9 D 9 

汎用ルーチン 

Out BC と （ GXPOS ) を入れ替える 

保存されるレジスタ A , DE , HL 
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A 17 LINE を描く In ( BC , DE ) — ( X 1 ， Y 1) 

(BOX FILL ) ( ( GXPOS ) , ( GYP 〇 S )) 

—( X 2, Y 2 ) 

(LI NSTL ) —ラインスタイル 
ALU にカラーと条件をセット 
(座標はオリジナルスクリーン座標) 
Out 指定された LINE を描く 
保存されるレジスタ HL 

7 B 2 3 L I NE を描く In -| 

-上に同じ 

Out — 

保存されるレジスタ BC , DE , HL 

7 B 51 L I NE を描く （ BOX 〉 In -n 

-上に同じ 

Out — 

保存されるレジスタ HL 

7 E 6 0アナログパレットの初期化 Out アナログパレットの初期化 

(パラメータのない CMD PAL に同じ） 
保存されるレジスタなし 

7 E 9 E アナログパレットの設定 In A —パレット番号 

D E —アナログカラーコード 
Out アナログパレットの設定 
保存されるレジスタ A , B , HL 

7 F 10 バック グランド カラー In なし 

ボーダー カラーの 初期化 Out バックグランド カラー 

ボー ダーカラーの 初期化 


保存されるレジスタ HL 

















3.4 E 2 ROM の解析 


E 2 ROM について は， ジャンプテーブルのみ 掲載します. 


了 ドレス 

飛び先 

6 4 A 9 

JP 6554 

6 4 AC 

659 D 

6 4 AF 

65 AD 

6 4 B 2 

65 CE 

6 4 B 5 

65 D 6 

6 4 B 8 

66 BF 

6 4 BB 

66 F 7 

6 4 BE 

676 B 

6 4 C 1 

681 E 

6 4 C 4 

6830 

6 4 C 7 

685 D 

6 4 CA 

68 A 5 

6 4 CD 

6977 

6 4 D 0 

69 A 3 

6 4 D 3 

6 A 1 E 

6 4 D 6 

6 A 9 A 

6 4 D 9 

6 AFA 

6 4 DC 

6 AFD 

6 4 DF 

6 FA 9 

6 4 E 2 

7150 

6 4 E 5 

717 F 

6 4 E 8 

71 D 5 

6 4 EB 

71 F 6 

6 4 EE 

7247 

6 4 F 1 

72 AB 

6 4 F 4 

72 E 1 

6 4 F 7 

732 E I 

6 4 FA 

734 E 



単精度 ATN 関数 

E 2 ROM 内文字データ出力 （In HL —文字列先頭アドレス） 
In E—Error code Out HL—Error Message Top Address 

Out ( HL ) よりの文字列を出力 MAIN ROM の 0465 H へ JUMP 
ROLL 文 VI モード 
AUTO 文 

EDIT SCROLL UP 

EDIT SCROLL DOWN 

EDIT 行番号セットダウン 

EDI T 行番号セットアップ 

EDI T 文中の1文字出カカーソル補正 

SEARCH 文 

WH I LE 文 

WEND 文 

CALL 文 

WR I TE 文 

倍精度の式の評価 

倍精度関数分岐 

NEW 文 （NEW ON , NEW CMD ) 

DMA FD 用 ワークエリア 設定 

D M A タイプドライブインタラプトウェイト 

ドライブ関係にエラーがなければ71 F 6 H へジャンプ 

ディスクアクセス位置のエラーチヱック 
ドライブ ステータステーブルの 書き換え 

ヘッドリストア 

シーク ト ラック 
ステ—タスチェック 

( HL ) より B バイト FD からのデータをロード In PUSH BC , HL 
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6 4 FD 

JP 73 B 7 

6 5 0 0 

740 B 

6 5 0 3 

7423 

6 5 0 6 

7438 

6 5 0 9 

74 ED 

6 5 0 C 

74 FA 

6 5 0 F 

75 A 8 

6 5 12 

75 D 6 

6 5 15 

7600 

6 5 18 

709 C 

6 51 B 

778 F 

6 51 E 

6 F 75 

6 5 2 1 

714 A 

6 5 2 4 

60 AB 

6 5 2 7 

710 F 

6 5 2 A 

652 A 

6 5 2 D 

7647 

6 5 3 0 

7683 

6 5 3 3 

7787 

6 5 3 6 

777 F 

6 5 3 9 

7782 

6 5 3 C 

7785 

6 5 3 F 

7113 

6 5 4 2 

7 CFA 

6 5 4 5 

74 B 2 

6 5 4 8 

74 C 0 

6 5 4 B 

74 D 5 

6 5 4 E 

7786 

6 5 5 1 

77 E 9 


SET DMA ADDRESS 

DM AFD への何らかの WR I TE の処理 （7438 H へ JUMP ) 
DM AF D から何らかの R E A D の処理 (7438 H へ JUMP ) 
D M A F D への何らかの処理 
DMA 8インチインタラプト 

DMA 5インチインタラプト 

DMA 8 or 5 の ハ。 ラメ ータ テーブルのチェ ンジ 
WR I TE 時データ転送 （BUF )—( 物理転送アドレス） 
READ 時データ転送（物理転送アドレス ） (BUF ) 
CMD 命令の分岐 

N - BASIC モードをセレクトして JP ( HL ) を実行 
モードに対応して BASIC Opening Message を出力 
E 1 ROM 6 0 A 8 H へジャンプ （CM D PAL ) 

* 文字列の中へジャンプしている* 

CMD TALK 文（将来の拡張用） 

G B I 〇 S エントリー 

D M A タイプドライブ関係 

// 

JP 778 AH (778 AH CALL JPMAIN DEFW 0 ) 

JP 778 AH ( ，， ) 

JP 778 AH ( ，， ) 

何もぜずにリターン 

CMD UNLINK 文 
ROLL 文 

インタラブト待ち 

リード F D C 
ラィト FDC 
何もせずにリターン 

GB I 〇 S で GRAPHIC Sub routine からエラーで戻って来る 



3. 5 4thROM とのインタフェース 


N88 — BASIC は 4 っの 4 thROM を有し，その選択を 32 H ポートで行うよう 
になっています.そのため手軽に特定の 4 t hROM の特定のアドレスを利用できるよう 
に 4 つのインタフヱ ー スルーチンが用意されました.それぞれのルーチンでレジスタの値 
は保持され割り込みは許可の状態となります（但し，コール先でレジスタの内容が壊され 
てはいけない）.また，各インタフヱ ー スルーチンは N88-BAS IC モードで， VR 
A M を除く メモリへのみ動作します. 


ジャンプ （ JP 命令に相当する） 


J PEROM 


Calling Sequence 


3 9 E 4 番地 


X X X X 


x x x x + 3 
x x x x + 5 


x x x x 


CALL JPEROM 

DW 〔アドレス〕 

DB 〔 4thR0M #〕 

決して ここへは 

リターンしてこない 


J PM A I N 


Calling Sequence 


x x x x 


x x x x + 3 


x x x x 


CALL JPMAIN 

DW 〔アドレス〕 
決して ここへは 
リターンしてこな(/ 


メモリ （ 4 t h R 〇 M を含む）から特定 
の 4 t h ROM をメモリ空間にセレクトし 
た状態で任意のメモリへ （ 指定した 4 t h 
ROM 内あることがほとんどである）ジャ 
ンプするときに コールす る. 


メモリ （ 4 t h ROM を含む）から N88- 
BASIC MAINR0M をメモリ空間にセレクトし 
た状態 （ 4 t hROM を禁止した状態）で 
MAINROM, RAM ( 8000H 〜）内のメモリへジ 

ャ ンプするときに コールす る. 

(アドレスが0000 HH のときはスタックに積 
まれているアドレスへジャンプする） 
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ル 


( CALL 命令に相当する） 


ERC ALL 


3 AB 4 



Calnng Seauence 


x x x x 


x x x x + 


x x x x + 


x x x x + 


CALL ERCALL 

DM 〔アドレス〕 

DB [4 thR 0 M #] 

必ずここヘリターン 


メモリ （ 4 t hROM を含む）から特定 
の4 t h ROM をメモリ空間にセレクトし 
た状態で任意のメモリを （ 指定した4 t h 
ROM 内であることがほとんどである）コ 
ー ルするときに使う. 


MNC ALL 


3 ABE 


Cal ling Sequence 


x x x x 


x x x x + 3 



CALL MNCALL 

DW 〔アドレス〕 


メモリ （ 4 t h R 0 M を含む）から N 88- 
BASIC MAINROM をメモリ空間にセレクトし 
た状態 （ 4 t hROM を禁止した状態）で 
MAINROM , RAM (8000 H 〜〉内のメモリへコ 
ー ルするときに使う. 


x x x x + 5 


必ずここヘリターン 







3.6 GB I OS 


N 88 -BASIC V 2 モードでは，新グラフィック機能を容易に使用できるように， 
グラフィック BI 0 S が用意されています. 


☆OVERVIEW 

(1 )GB IOS は N 88 -BASIC V 2モードでのみ使用できる. 

⑵各ファンクションは，それに対応する BAS I C のステートメントと同じ機能を持っ 

ている. 

⑶次のステートメントで，条件パラメータ ( OR , AND , PRESET , PSET , XOR ) の設定が可能 
•LINE 

• P 〇1 y-L I NE 

• PSET 
•CIRCLE 

⑷ R 0 L L で負の数が指定できる （- 1〜 - 19 7 ) 

⑸ CLS , ROLL で，クリアされる領域の色が指定できる. 

(6 )GB I OS で扱う座標はオリジナル•スクリーン座標系. 

⑺ビューポートは有効であり，はみ出した部分はクリッビングされる. 
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☆CALLING SEQUENCE 

(1 ) レジスタデータ 

•In 

〔 C 〕 —オペコード 

t 

〔 DE 〕 トパレット • ブロック （P B ) のアドレス 

CALL 3 9 2 Dh 


•Out 


Carry - flag — 0 : 正常終了 

— 1:エラー 


• 保存される レジスタ AF 以外の レジスタ 

(2 ) パラメ ー タ • ブロックの内容 

P B input parameter のアドレス （P R M S I N ) 

P B + 2 input point coordinate " ( P N T S I N ) 

P B + 4 output parameter " (PRMSOUT) 
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☆フアンクシヨン表 



DB 
D W 


Pntsin 

Prmsout 

注意 


■ 


D W XI 
D W Y 1 


DS 


LINE 


Prmsin 


DB PALETTE # 
DB 条件 
DB B/BF 
D W LINE STYLE 


( 0 〜 7 , 8 以上はエラー） 

(0 or,1 and, 2 preset, 3 pset, 4 xor) 

(0 Line,1 Box, 2 Box fill) 


Pntsin 


D W XI 
D W Y 1 
D W X 2 
D W Y 2 


Prmsout 


なし 
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PL I NE ( P o1 y - L I NE) 


DB PALETTE # 

DB 条件 

DB LINE の数 （= 頂点の数— 1( 1-256 本0は256 )) 

DW LINE STYLE 

D W XI 
D W Y 1 

DW X 2 —ラインの数 +1 個の座標 

D W Y 2 


D W Xn + 1 
D W Yn + 1 

なし 


PSET 

DB PALETTE # 
DB 条件 


D W X 
D W Y 






PAINT (単色) 



DB 

領域色 

( 0〜7 

) 

DB 

境界色 

( 〇〜 7 

) 

D W 

X 

( ( X , 

Y ) がビューポート外はエラー ) 

D W 

Y 




な 



PAINT ( タイリング〉 


DB 0 FF h (領域 色 = OFFh のときタイリングとする） 

DB 境界色 

DB タイル•ストリングの長さ 

D W タイル•ストリングの先頭アドレス 

DW バック • タイル♦ストリングの先頭アドレス 

DW X ( ( X , Y ) がビューポート外はエラー） 

DW Y 


なし 


タイリング • ペイント時の，タイル•ストリング等の扱 
いは， N 8 8 - B A S I C の P A I NT と同じ . PAIN 
T の実行中に STOP キーで止めると， C a r r y = 1 で 
戻る . 





Prmsi 


DB PALETTE # 


Pntsin なし 


Prmsout なし 


注意 

- この CLS は N 88 -BAS IC の CLS 2と同じで, 

ビューポート内のみを PALETTE 林でクリアする 
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Prmsin 


CIRCLE 


DB PALETTE it 
DB 条件 
D W 半径 

DB 半径線フラグ （ Bit 7 が 1 の時，終了角の半径線を描く 


BitO 1 


開始角の 


Pntsin 


Prmsout 


DW 開始角（度） 
DW 終了角（度） 
DW 比率 X 256 
DW X 中心座標 
D W Y 

なし 


Bill - 6は必ず0 ) 

( 0〜3 6 0 ) 

( 〃 ) 


注意 


640 X 200 モードで正円を描くときの比率データは = 128 

640 X 400 7/ =256 






GET ® 



D W XI 
D W Y 1 
D W X 2 
D W Y 2 

DS ( (横のドット数 +7) ¥8) x 縦のドット数 XM +4 

モノ クロ ... M : 1，カラ - M = 3 

座標がビューポート外はエラー.読み込むデータの大きさを 
チヱックしていないので，座標の値と〔 Prmsout 〕 のバイト数 

には注意が必要. 


PUT ® 


DW PUT するデータの先頭アドレス 

DB 条件 

DB フォア•グランド•カラー 
DB バック•グランド•カラー 

D W X 
」 DW Y 


なし 

同じ画面モードで GET したデータを PUT するときは，フ 
ォア•グランド•カラーを0 F F h にする.白黒モードで G E 
」 T したデータをカラーモードで PUT するときは，フォア/グ 
ランドカラーの指定が必要. 



Prmsin 


Pntsin 

Prmsout 


PU 丁 ® KANJ I 


DW 漢字コード 

DB 条件 

DB フォア•グランド•カラ 


DB バ 


グランド•カラー 


D W X 
D W Y 


なし 



Prmsin 


Pntsin 


SCREEN 


DB 画面モード 
D B 画面スイッチ 


(0 カラー，1白黒，2髙解像白黒) 

( 〇〜 3) 


DB アクティブ•ページ （0 〜 2) 
D B ディスプレイ•ページ （ 〇〜7 ) 
なし 


Prmsout 


なし 
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POINT 


Prmsin 



Prmsout 


なし 


D W 
DW 


DS 


( X , Y ) の点の PALETTE #がセットされる. 

ビューポート外のときは〇 FFh がセットされる 
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ROLL 








4 


WINDOW 




Prmsin 

DS 4 XI 


DS 4 Y 1 


DS 4 X 2 


DS 4 Y 2 

Pntsin 



なし 

Prmsout 


注意 

座標データは，単精度実数.次の条件を満たさない場合は，画面 


に“〇 v e r flow” が表示され， C a r r y = 〇で戻る. 


—U0141E+38 <X2-X1 <1. 70141E+38 


Y2-Y1 

15 

MAP Wx—Sx 

Prmsin 

DS 4 ワールド座標系での X ( 単精度実数） 

Pntsin 

なし 

Prmsout 

DS 2 オリジナル座標系に変換された X (整数） 

注意 

オリジナル •スク リーン座標系に変換された X が整数で表現 


でないときは，エラーとなり， BA S I C に戻る. 

16 

MAP Wy-^Sy 

Prmsin 

DS 4 ワールド座標系での Y ( 単精度実数） 

Pntsin 

なし 


Prmsout DS 2 オリジナル座標系に変換された Y (整数) 
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☆グラフィック関係のワークエリ 了 



アドレス 

ラベル 

8 4 8 2 

BITFLG 

8 4 3 3 

LADDR 

8 4 8 5 

LMASK 

8 4 8 6 

RADDR 

8 4 8 8 

RMASK 

8 4 8 9 

B0ADJP 

8 4 8 C 

CUREJP 

8 4 8 F 

PNTJP 

8 4 9 2 

TUPJP 

8 4 9 5; 

TDWJP 

8 4 9 8 

PLNDAB 

8 4 9 9 

PLNDAC 

8 4 9 A 

ALUDAT 

8 4 9 B 

NPADR 

8 4 9 D 

S-ALU 



1VRAM 中に境界色があるときヂ 0 ,ないとき 
ヂ〇のとき，1ドットずつ境界色かどうかのチヱックをする 
1ラインのペイントでの左端のアドレス 
(塗り始める V R A M のアドレス） 

LADDR で指定した VRAM のドット情報 


1:塗るビッ 


:塗らないビッ 


1ラインのペイントでの右端のアドレス 
(塗り終わりの V R A M のアドレス） 

RADDR で指定した VRAM のドット情報 


1:塗るビット 


:塗らないビット 


境界色の GET ルーチンへのジャンプテーブル （ C3 xx) 

領域色の GET ルーチンへのジャンプテーブル （" ） 

ペイントルーチンへのジャンプテーブル （" ） 

1 ライン上の VRAM アドレスを得るルーチンへのジャンプテーブル 

(C3 xx) 

1 ライン下の VRAM アドレスを得るルーチンへのジャンプテーブル 


(C3 xx) 


以上の ジャンプ テーブルの内容を次に示す 


COLOR , NONTILE の場合 6F45, 6F3F, 6F94, 6FDE, 6FF0 


COLOR , TILE 


の場合 6F45, 6F5C, 6DBB, 7003, 700F 


白黒， N0NTILE の場合 6F7D, 6F82,6F94,6FDE, 6FF0 


白黒 ， TILE 


の場合 6F7D, 6F82, 6E3E, 7003, 700F 


HIRESO, N0NTILE の場合 6F7D, 6F82, 6E3E, 701B, 7057 
HIRES0, TILE の場合 6F7D, 6F82, 6E3E, 7093, 709F 

境界色で I /〇ポート 3 5 H に Ou t する データ 
領域色で I /〇ポート 3 5 H に Ou t する データ 
ペイ ント ルーチンで I /〇ポート 34H に〇 u t する データ 
ペイントルーチンの V R A M アドレス用ワーク 

I /〇ポー ト 34 H に〇 u t したデータ 





8 4 9 E ALUMSK 白黒，髙解像モードのときのアクティブなページを示す 

白黒 EEh ……ページ〇 


8 4 9 F 

BW 

DDh 1 

BBh 2 

髙解像 EEh 

COLOR 文では意味を持たず SCREEN 命令を実行したときにセット 

髙解像モードのとき，描写する COLOR を示す 

84 A 0 

CANG 

0 0 h ……黒 OFh ……白 

〔 ALUMSK 〕 + 〔 BW 〕 をポート3 4 H へ出力する 

C I RCLE 用ワーク 

8 4 A 1 

CRAT 

Start Angle , End Angle が初期値であることを示すフラグ 

0 0 h ……初期値 ， F F h ……初期値でない 

C I RCLE 用ワーク，比率が 0.5 であるかどうかのフラグ 

84 A 2 

HORIZN 

0 0 h …… 0.5 である， FFh …… 0. 5でない 

LINE 用ワーク（差へのジャンプテーブル） 

84 A 5 

SAVSTK 

横ラインを描くときに使用 

GB I OS 用ワーク SP の退避 

84 A 7 


NEC 用リザーブ 

84 B 0 

NECO 

E 1 R 0 M 62 E 6 h のグラフィック初期化ルーチンで次の4ヶ所に C 3 h 

がロードされている以外に E 1 R 0 M からのアクセス，分岐はない 

J P X X X X 

84 B 3 

NEC 1 

J P X X X X 

84 B 6 

NEC 2 

J P X X X X 

84 B 9 

NEC 3 

J P X X X X 

8 4 BE 

KEYABT 

PAINT , CIRCLE , GBIOS 用ワーク 

8 4 C 1 

DIRECT 

PAINT , CIRCLE 実行中に StopKey で止めたときの処理ルーチンへ 

ジャンプする （ 3 6 9 0 h であることが多い） 

R 〇 L L する方向を示すフラグ 

8 4 C 2 

CPLTX 1 

0 0 h …… ROLL UP FFh …… ROLL DOWN 

CI RCLE 用ワーク円弧の右端の X 座標 

8 4 C 4 

CPLTX 3 

" 〃左端の X 座標 

8 4 C 6 

CPLTY 2 

" " 上端の Y 座標 

8 4 C 8 

CPLTY 4 

" " 下端の Y 座標 













8 4 C A 
8 4 CC 
8 4 CE 
8 4 DD 
8 4 D 2 
8 4 D 4 


8 4 DC 

8 4 DD 


8 4 DE 


8 4 FF 


CCLPX 1 CIRCLE 用ワーク 

CCLPX 2 ” 

CCLPY 1 " 

CCLPY 2 ” 


円弧の右4 5度の X 座標 
” 左45度の X 座標 
” 上45度の Y 座標 
” 下45度の Y 座標 


CCRADR " 属性テーブル CRCCLP への ポインタ 


CRCCLP 


" 各 OCTANT の属性を示すテ ー ブル 

XXXX b 00 B b :この OCTANT の属性は Cl ip する必要があるか 
1 …… Cl ip の必要あり 0 …… Cl ip の必要なし 


順番は1 バイ トず つ 次の通り（地図の方角でみる ) 


東北東，北北西，西南西，南南東，北北東，西北西，南南西 
東南東 


CLNEF 1 CIRCLE 用ワーク 

45,135,225,315度の中心線を2本描かないため 
SAVCLR LINE , CIRCLE , PSET , PRESET で条件 ( AND , OR , XOR , PSET , PRESET ) が 

ついているとき， 3 4 H ポートへ出力するデータを決定するため 


に使用 

COLOR モードのとき—パレット番号 
B/W モードのとき一>0 0 h 又は〇 Fh 


グラフィックワーク用にリザーブ 
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☆ G BI OS について 


♦ 処理の流れ 

E 2 ROM 8 8 B 1 h より肝心の GBI OS ルーチンが 始まる. このルーチンの 行っ 
ていることは次の通り. 

① BC , DE , HL , IX，I Y の退避 

② モードのエラーチヱ ック（ V 2 モード かどうか） 

③ SP の退避 （ 8 4 A 5 h)—SP 

④ 正常終了で戻ってくる番地をスタックにつむ 

⑤ HL—PRMSIN DE—PNTSIN BC—PRMSOUT 

⑥ 正しい番地へジャンプ 

* * * * 各サブルーチ ンを 実行 * * * * 

⑦ SP の復帰 

⑧ 一 p - エラー終了のときキャリーフラグを立てる 

-正常終了のとき キャリーフラグを0にする 

⑨ （84 BFh )—3690 h 

PAINT , CIRCLE 実行中に StopKey で止めたときの処理ルーチンを 3690 h よりとする 

⑩ IX , I Y , HL , DE , BC の復帰 
©RETURN 


実際の利用にあたって 


マシン語で GBI 0 S を使うとき，プログラムが完全ならば，②③④⑦⑧⑨は必要なく 


さ 1 ^に 




も省略できる事がある.そこで，このようにして作った新しいルーチンを次に 


示す（エラーがでない事を確かめてから使う事）. 


LD HL , PRMSIN 必要でないときは書かなくて良い 
LD DE , PNTSIN 〃 

LD BC,PRMSOUT 〃 

CALL ERCALL 

DW GB I OSn (各ルーチンの先頭アドレス） 

DB 2 

LD HL , 3 6 9 0 H 

LD (84 BFH),HL 
RET 

(注必要ならばレジスタの退避をする. PUSH , POP 等） 
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☆GBIOSn (ジャンプ アドレス テーブル 77FEh から） 
飛び先 処理 飛び先 処理 


7 8 2 0 LINE 7 B 15 SCREEN 

7 8 5 E poly-line 7 8 C1 POINT 

7891 PSET 7CDF ROLL 

7 8 ED PAINT 7 CA 9 PALETTE 

78E0CLS 7 B 5 A VIEW 

7 9 9 C CIRCLE 7 BF 5 WINDOW 

7 A 6 4 GET® 7 C 5 8 MAP Wx — Sx 

7 A A F PUT® 7 C 6 C MAP Wy — Sy 

7 A B 9 PUT® k a n j l 






3. 7 MB I OS 


FM 音源を手軽に利用できるように， GB I OS 同様の MB I OS が用意されています. 
MBIOS は， 3 9 2 6 番地をコールすることにより実現されます.ただし， NEW C 
MD が実行されている必要があります. 


☆CALLING SEQUENCE 

MBIOS EQU 3 9 2 6 H 

L D DE, parablock 

L D C, opcode 

CALL MBIOS 


parablock: 

DB x 0 

DB xl 


END 



☆フアンクシヨン表 



Opcode 



RESET (CMD STOP ) 


Parablock 


な 



CMD ST OP と同様な動怍をします.リターン時に 
MB I OS のバージョンを A r eg に入れて来ます • 


Opcode 



(CMD PLAY S #， V 1 $ ， V 2 $ , •••，V 6 $ ) 


Parablock 


DB S 
D W V 1 $ 
D W V 2 $ 


D W V 5 $ 
D W V 6 $ 


V 1 $ ： 


DB ” MML 1”，0 注意： MML は 2 5 5 バイ ト以下のこと 


V 2 $ ： 


DB 


M M L 2 ”，〇 


V 6 $ ： 


DB ” M M L 6 ” ，0 


Opcode 


LFO 


(CMD LFO 


Parablock 


D B voice 
D B w f 


D B s y 

D W s p 

D B pm 

D B am 

D B am 


CMD LFO voice , wf , •••と同様 
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Opcode 2 5 5 


Parablock 


SETOPN (シンセサイザー IC のレジスタのセット） 


D B r e g 
D B data 


レジスタ N o とデータを必要なだけ繰り返し 
最後にエンドマークとして FF h を置く 


D B r e g 
D B data 
DB 0 FFh 


☆ミュージック関係の解析 


[E 3 ROM の解析•ジャンプテーブル】 


アドレス 

飛び先 

内容 

6 0 0 0 

JP 77 A 7 

MB I OS 

6 0 0 3 

602 D 

INITIALIZE 

6 0 0 6 

65 D 3 

CMD PLAY 

6 0 0 9 

6236 

CMD VOICE 

6 0 0 C 

6375 

CMD VOICE LFO 

6 0 0 F 

6414 

CMD VOICE COPY 

6 0 12 

653 E 

CMD VOICE REG 

6 0 15 

6229 

CMD STOPM 

6 0 18 

6217 

CMD BG M 

6 01 B 

61 FD 

CMD SOUND 

6 01 E 

61 BC 

CMD OUTM 

6 0 2 1 

6040 

将来の拡張用 

6 0 2 4 

6045 

// 

6 0 2 7 

604 A 

// 

6 0 2 A 

604 B 

// 
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[MUSIC HOOK 】 （NEW CMD 実行後) 


アドレス 

ラベル 

内容 

E 10 0 

UNL-HK 

CMD UNLINK 

の HOOK 

E 10 3 

PAL - HK 

CMD PAL 

の HOOK 

E 10 6 

CHD 2 HK 

CMD 拡張用 HOOK ( CMDHOK の Second version ) 

E 10 9 

CTTLHK 

TURTLE GRAPHICS 拡張命令の L I NK 時に使用 

E 1 OC 

TALKHK 

CMD TALK 

の HOOK 

E 10 F 

PLAYHK 

CMD PLAY 

の HOOK 

E 112 

VOICHK 

CMD VOICE 

の HOOK 

E 115 

LFO-HK 

CMD VOICE LFO 

の HOOK 

E 118 

COPYHK 

CMD VOICE COPY 

の HOOK 

E 11 B 

REG-HK 

CMD VOICE REG 

の HOOK 

E 11 E 

STPMHK 

CMD STOPM 

の HOOK 

E 121 

BGM-HK 

CMD BGM 

の HOOK 

E 12 4 

SUNDHK 

CMD SOUND 

の HOOK 

E 12 7 

OUTMHK 

CMD OUTM 

の HOOK 

E 12 A 

YSETHK 

〇 PN にデータを送る時に使用 


E 12 D 

MSC-HK 

Interrupt Rout 

i n e 

E 13 0 

TON-HK 

Timer ON の時使用 


E 13 3 . 

TOF-HK 

Timer OFF の時使用 


E 13 6 

MMLHK 

M M L の評価 


E 13 9 

GETVHK 

MML の評価の時使用 


E 13 C 

VCHGHK 

音色変更 


E 13 F 

TSETHK 

〇 P NOTi m e r C o n t 

r o 1 

E 14 2 

INTHKO 

(割り込み処理）演奏ルーチン 


E 14 5 

INTHK 1 

(割り込み処理中）キューコマ 

ンドが音符データの時 

E 14 8 

INTHK 2 

( " ) キューコマンドがコマンドデータの時 

El 4 B 

LFOHKO 

LFO の設定 


E 14 E 

LF 0 HK 1 

LFO の設定 


E 151 

LF 0 HK 2 

(割り込み処理中） LFO 処理 


E 15 4 

LF 0 HK 3 

( ，， )PMS 設定 



E 15 7 

LF0HK4 

( 割り込み処理中 ） A MS 設定 

E 15 A 

LF0HK5 

( " )LFO 処理の Wave form による分岐 

E 15 D 

JUDGHK 

#SW で選択された Dev i c e にデータを送る時 

E 16 0 

MSTPHK 

Initialize^ [CMD STOP, CTRL-C, ERR 〕 

E 16 3 


未使用 

E 16 C 


ここを コールす ると E3R0M 6006 H へジャンプ する 


[RAM CODE] 


E 17 2 

MUSIC 

割り込み処理 [E3R0M への切り換え〕 

E 1 B 0 

CTRL-C 

CTRL-C 処理 MAIN ROM に切り換えて 5A9BH〔CNTCCN + 13 〕 コール 

E 1 B8 

NDATA 

SSG 用周波数 Table 内容は次の通り 0EE8,0E12, 0D48,0C89, 0BD5, 

0B2B, 0A8A ， 09F3, 0964 08DD, 085B, 07E6 

E 1 D 0 

NDATAF 

FM 用周波数 Table 内容は次の通り 026A, 028F, 02B6, 02DF, 030B, 

0339, 036A, 039E, 03D5, 0410, 044B, 048F 

E 1 E8 

VLMTBL 

Volume Data of FM 〔 TL 〕 

内容 _ 40,3 B, 38,34,30,2B,28,24,20,IB,18,14, 10, 0B, 08,04 

DISK 2A, 28, 25, 22,20,ID,1A,18,15,12,10,0D, 0A, 08,05,02 

E 1 F8 

C-TBL 

Carrier Flag Table AlgorithmO-7 の Operator 

0：Modulator l：Carrier 

内容 08, 08,08,08,0C, 0E, 0E, OF 









[MUSIC ワークエリア】 


アドレス 

ラベル 

内容 

E 2 0 0 

MODFLG 

Indicate Mode of OPN (Tinier Control 時に参照される） 

〇〇 : Normal Mode 

40 : Special Effect Mode 

80 : CSM Mode 

CO ： FM 音源拡張モード 

E 2 01 

TMRFLG 

Indicate Time Condition 

〇〇 : Timer is OFF 

FF : Timer is ON 

E 2 0 2 

MDFLG 

Indicate Mode of ” PLAY ” (CMD PLAY#SW) 

E 2 0 3 

MMLWKO 

(MML 評価ルーチン内）音声番号カウンター （ 1〜6 ) 

E 2 0 4 

BGMFLG 

Indicate Back Grand Mode 

0 : BGM OFF 

1 : BGM ON 

E2 0 5 

MMLWK1 

(MML 評価ルーチン内） INTWKO と同じデータ 

E 2 0 6 

MMLWK2 

( " ) 1NTWK0 と同じデータ 

E2 0 7 

MMLWK3 

( 〃 ） 値の一時保存用 バッファ 

E 2 0 8 

MMLWK4 

( 〃 ) 連続する 「 • J ( 符点）の数 

E 2 0 9 

MMLWK5 

( 〃 ) r &j があるとき 0 以外 

E 2 0 A 

MMLWK6 

( 〃 ) 変数形式で表されている値の バッファ 

E 210 

MMLWK7 

( " ) 濱奏中なら FFh , そうでないなら〇 

E 211 

STPFLG 

STOPM, CTRL-C 処理用 FLAG 

E 212 

E-INT 

Interrupt Vecter DW E172H When Tinier is ON 

E 214 

D.-INT 

Interrupt Vecter DW E814H When Timer is OFF 

E 216 

T-CNST 

length ( 音の長さ）計算用ワーク 

E2 18 


未使用 

E 21 A 

COUN-B 

Timer Counter 数 

E 21 B 

MAX-FM 

FM Channel 数 +1 

E 21 C 

IOWRKO 

DW I0WRK1 

E 21 E 

I0WRK1 

DB 44H OPN アドレスポート 

E 21 F 


DB 0 OPN 以外のアドレスポート 







E2 2 0 


E2 2 2 

I0WRK2 

E2 2 3 

ARYWKO 

E2 2 5 

ARYWK1 

E2 2 6 

ARYWK2 

E2 4B 

WKEVIC 

E 2 AB 

QUEUES 

E 2 CE 

QUEUE 

E 4 4 E 

VWARK 

E4C6 

CON-TL 

E4E1 


E 4 FC 

AMSTBL 

E5 0 8 


E 514 

INTWKO 

E 515 

INTWK1 

E 516 

INTWK2 

E5 17 

INTWK3 

E 518 

INTWK4 

E5 19 

RDYFLG 

E 51 A 

LF0WK0 

E 5 9 E 

LF0WK1 

E 5 A 0 

LF0WK2 


DB 0,0 

DB 44H E21E の 


ル 


VO I CE 用配列先頭 アドレス 

VO I CE 用配列の 1 次元目の添字 + 1 

VO ICE 用データ（別記参照） 

M ML 評価用ワーク ( 別記参照 ) lOHbyte x6Channel 
Que Control Block ( 別記参照） 5 byte x6Channal 


QUE 

音発生用ワーク 


64 byte x6Channal 
( 別記参照） 20 byte x6Channal 


FM 音源 Volume Control 用 Work 7 byte x3Channal 


拡張 F M 音源用 

AMS テーブル 

拡張 A MS テーブル 


7 byte x3Channal 
4 byte x3Channal 
4 byte x3Channal 


演奏スイッチビットが立っていたら，現在音を鳴らしていない 
現在音の指定はされていない等（初期時は 3 F H) 
xxC6 C5 C4 C3 C2 ClB (Cn は各チャネルに対応する） 
MODFLG と同じ 
音源番号 

音声番号カウンター （ 1 〜 6 ) ( ループ内で使用される） 
チャネル番号カウンター （ 0 〜 2 ) ( ループ内で使用される） 

Indicate QUE is Setuped (TMRON Routine 実行前に FFh ) 


LFO 用データ 

乱数生成用データ 

PMD, または AND の絶対値 


22 byte x6Channal 


(LF01 ルーチン 内の一時保存用） 
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[AR Y WK 


VO ICE 用データの詳細】 



容（各ビットの意味 ) 


E 2 ^ 6 ARYWK2+ 0 XXnn nmmm nnn : Feedback mmm : Algorithm 


+ 1 nnnn (nmnun nnnn : Detune 

nnrin mmmm nnnn : Detune 

nnnn mmmin nnnn : Detune 

nnnn mmmin nnnn : Detune 


mmmm : Multiple ( スロット 1) 
imnmiTi : Multiple ( スロット 3 ) 
mm 咖 : Multiple ( スロット 2 ) 

mmmm : Multiple (スロツ ト 4 ) 


+ 5 Xnnn nnnn nnnnnnn : Output Level 


(4 スロット 分） 


+ 9 nnnun mmmm nn : Keyboard Rate Scaling Depth 


mm : Attack Rate 
+ 13 XXnn nnnn nnnnnn : Decay Rate 
+ 17 XXnn nnnn nnnnnn : Sustain Rate 
+ 21 nnnn mnunrn nnnn : Sustain Level 

mm : Release Rate 


(4 スロット 分） 
(4 スロット 分） 
(4 スロット 分） 


(4 スロット 分） 


+25 XXXX nnnn nnnn : Amplitude Modulation Sensitivity 


(4 スロット 分） 


+ 29 XXXX nnnn nnnn : Operator Mask 
+ 30 XXXX XXnn nn : Wave Form 
+ 31 XXXX XXXn n : Sync 


+ 32 DS 
+ 34 DS 
+ 35 DS 


Speed 

Pitch Modulation Depth 
Amplitude Modulation Depth 


35 XXXX nnnn nnnn : Pitch Modulation Sensitivity 
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[WKE V I C の構造】 


OCT V 

DS 

1 

Octave — 


TMP 

DS 

1 

Tempo 

X 6 

PCNT 

DS 

1 

Percent ( 8 - 0 ) 

Channel 

LNGT 

DS 

1 

Length 


SADR 

DS 

1 

String Pointer 


SEND 

DS 

1 

End Address of String 


BNUM 

DS 

1 

Command Data Length (Que Buffer) 



DS 

6 

Command Data (Que Buffer) 


DUAL 

DS 

1 

連符用ワーク ー 



【VW ARK の構造】 


NCNT 

DS 

2 

音符 Counter — 


RCNT 

DS 

2 

休符 Counter 

x 6 

RFLG 

DS 

1 

休符用フラグ 

Channel 

NOTOFF 

DS 

1 

Key - ON/OFF 用フラグ 


NOTON 

DS 

1 

Key-ON/OFF 用フラグ 


VLM 

DS 

4 

Volume, @V, Reg# of PSG, OPN 


NOTE 

DS 

3 

Note, Reg# of PSG, OPN 


REG-NO 

DS 

2 

Reg # of Volume, Note 


OP-MSK 

DS 

1 

Operator Mask Data 


EN VS 

DS 

1 

Envelope Style 


NOTE-D 

DS 

\ 

2 

周波数 Data — 

# 


[Q u e Control Block の構造】 


Put offset 

〔0 0 〕 

Get offset 

〔0 0 〕 

Que length-1 

〔 3F 〕 

Address of Que [E 2 C E h + ( チヤネル ） * 5 〕 


x6Channe 1 
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4 •テキスト画面 


4.1CRT インタフヱース 

CRT インタフヱースの動作モードは，使用する CRT によって大きく次の 2 つに設定 
されます . 

① 標準 CRT : 水平周波数 15. 7 KHz 

② ハイ レゾ CRT : " 24. 8 KHz 

設定されたモードは次の入カポートによりチヱックすることができる . 


IN 4 0 H 


SHG 〇 : ハイレゾ CRT 1: 標準 CRT 
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4.2 テキスト表示機能 

テキスト表示は ， CRTC (D 3 3 01 ) の機能によって行われている . CRTC は， 

CPU のメモリマップ上にある . 

テキスト VRAM (TVRAM) に格納されている表示データを， DMA コントローラ 

(D 8 2 5 7 ) を使用することにより，逐次 DMA 転送によってリードし，文字表示を行 

っている . 

TVRA M は CPU のメモリマップ上にあり，そのマップは次のようになっている . 


[N88-BASIC TVRAM マップ】 

0 1 78 79 文宇 



19 

20 


24 

行 


F3C8 F3C9 
F440 F441 
F4B8 F4B9 


F416 F417 

F48E F48F 

F506 F507 


F418 F419 
F490 F491 
F508 F509 


F43E F43F 
F4B6 F4B7 
F52E F52F 


表示 データエリア 


アトリビュート 
エリア 


FCBO FCB1 

FD28 FD29 


FCFE FCFF 

FD76 FD77 


FD00 FD01 

FD78 FD79 


FD26 FD27 

FD9E FD9F 


FF08 FF09 


FF56 FF57 FF58 FF89 


FF7E FF7F 
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[ N-BASIC TVRAM マップ】 


78 79 文字 


F300 F301 


F3F0 F3F1 


F34E F34F F350 F351.F376 F377 


F378 F379 .F3C6 F3C7 F3C8 F3C9 


F43E F43F F440 F441 


F3EE F3HF 

F466 F467 


表示 データ エリア 


アトリビュート 
エリア 


19 FBE8 FBE9 

20 FC60 FC61 


FC36 FC37 FC38 FC39 

FCAE FCAF FCBO FCB1 


FC5E FC5F 
FCD6 FCD7 


24 FE40 FB41 

行 - 


FE8E FE8F FE90 FE91.FEB6 FEB7 


〇表示データエリアは， 1 文字が 1 バイトに対応し， 80 文宇 x 25 行分のエリアとなっ 
ている . 20 行モードを指定すると， 0 行目から 19 行目が表示エリアとなり ，2 0 行目 
から 2 4 行目までは表示されない . また ，4 0 文字モードを指定すると，偶数番地のデ ー 
夕が表示され奇数番地のデータは表示されない . 

〇 アトリビュートデエリアは， 表示文宇に対する アトリビュー トを指定するもので， アト 
リビュートの 変化点の列ア ドレスと それ以降次の変化点が指定されるまでの アトリビュー 
トコードを各 1 バイトのデータと して格納する . アトリビュートデータエリアは， 各行あ 
たり 4 0 バイトで 構成されており，最大 2 0 ケ所の変化点を指定できる . 
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4.3 動作モードによる TV RAM の構成 


BAS I C モード 

ス ピー ドモード 

T VR AM 

N-BAS I C 

S :標準 

メイン RAM 上 


H : 髙速 

高速 RAM 上 

N88-BASIC 

S :標準 

メイン R A M 上 

VI 

H :髙速 

髙速 RAM 上 

N8 8 —BAS I C 

S :髙速 

髙速 RAM 上 

V 2 

H :高速 

高速 RAM 上 


高速モードにおいては， CPU のメモリマップ上の F 0 0 〇〜 FFFF 番地までの 4 K 
バイトには，高速 RAM が選択されており， CPU によってリード / ライトされる . 

また，テキストを表示するための DMA 転送は，この高速 RAM 上にある TVRAM と 
CRTC の間で行われ表示されている . 

この状態で裏側のバンクとなっているメインメモリを使用する場合には，次の出カポー 
卜によりバンク切り換えが行える . しかし，メインメモリのバンクを選択した場合には， 
テキスト表示のための DMA 転送は常に高速 RAM が選択されるため，このときは， TV 
R AM のアクセスはできなくなる . 

4 


OUT 3 2 H 






1 

TM0DB 

1 




TMOD W 

0 :高速 RAM 選択 
1 :メイン RAM 選択 




4.4 ァ トリビュートの 指定方法 

アトリビュートは ， CRTC が モノクロモードにイニシャライズされ ている場合と，力 
ラーモードにイニシャライズされ ている場合とで，その データ フォーマツ トが異なる. 

モノクロモード 

歹 IJ アドレス アトリビュートコード 


MSB LSB MSB LSB 

0 〇1*1$歹1]アドレス$4卩1"1 

S :サプレス 0:通常 

1:文字が表示されない 

B :ブリンク 0:通常 

1:プリ ンク する 

R :リバース 0:通常 

1 :リバース する 

〇：オーバーライン 0 :通常 

1 :オーバーラインが 追加 

U :アンダーライン 0 :通常 

1 :アンダー ライ ンが 追加 

G :グラフィックス 0:通常 

1:グラフィック表示 
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カラーモード 

4ビット目のアトリビュートコードを判別することによって，次の2種のアトリビュー 
トコード指定方法がある. 

アトリビュートコード 

通常指定 


カラ ー 指定 


0 0 列アドレス S 4 FH 

通常指定及びカラ ー 指定の G は モノクロ モードと同様となる. 

R E :レッド 〇 :赤を指定しない 

1:赤を指定する 

GR :グリーン 〇:緑を指定しない 

1:緑を指定する 

BL :ブルー 〇:青を指定しない 

1:青を指定する 

40文字モードにおいてアトリビュートを指定する場合は，その列アドレスは，〇〜4 
0の2倍の値を指定する. 

同じ列アドレスに2種類のアトリビュートを指定することはできない.また，アトリビ 
ュートコードは，列アドレスの小さいものから順に設定する必要がある. 





歹 ij アドレス 



MSB し SB 
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4 . 5 セミグラフィック機能 

アトリビュートコードの内の 「 G 」 ビットを指定することにより，セミグラフイックパ 
ターンを表示させることができる.セミグラフィックが指定されると，通常キャラクタコ 
ー ドとして処理される表示データエリアの表示データを，下記のビットパターンとして表 
示する.この機能を用いることにより，データ表示機能のみによって16 0 x 1〇 〇ドッ 
卜のグラフィック表示が行える. 


□□ 

0 〇 □□ 


UU 

□□ 





10 □□ 


UU 

□□ 





01 □□ 
□□ 
□□ 


□□ 


2 0 □ 



□□ 

□□ 


0 2 



□□ 






□□ 


□□ 

4 0 □□ 





n 


uu 


0 4 □□ 





□□ 




8 0 □□ 


UU 





□□ 

0 8 □□ 

□□ 





ビットの対応図 


BitO 

Bit 4 

1 

5 

2 

6 

3 

7 
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4.6 TV RAM のクリア 

表示データエリアは，通常2 0 H (ブランクコード）でクリアする.アトリビュートデ 
一タエリアは，まず列アドレスの部分を5 0 H でクリアする.そして，アトリビュートコ 
ー ドの部分は0 0 H でクリアする. 

(例） 



表示 データ エリア アトリ ビュートデータ エリ 了 

4.7 イニシャライズ手順 
標準的なイニシャライズの手順を以下に説明します. 



TVRAM の表示 データェ リア及びアトリビュート データェリ 
アをクリアする. 

垂直帰線期間が始まるタイミングまでウェイト 

CRTC に RESET コマンドを出力 

DMAC に DMA CH -2 を禁止するモードコマンドを出力 

CRTC に各 パラメ ータを出力 

DMAC に 各 パラメータを 出力 















CRTC に START DISPLAY コマンドを出力 


DMAC に DMA CH -2 をイネーブルにするモードコマンド出力 


垂直帰線期間が始まるタイミングまでウェイト 


CRTC に RESET コマンドを出力 


DMAC に DMA CH -2 を禁止するモードコマンドを出力 


CRTC に客 パラメータを 出力 


DMAC に 各 パラメータを 出力 


40キャラクタモードの同期ビットを 0 N にする 


CRTC に START DISPLAY コマンドを出力 


DMAC に DMA CH -2 をイネ ー ブルにするモードコマンド出力 


垂直帰線期間が始まるタイミングまでウェイト 
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華直帰線期間が終了するタイミングまでウェイト 


4◦キャラクタモードの同期ビットを OFF にする 


VRTC チニック 



YES チュック END 












4.8 テキスト表示の禁止手順 



CRTC に STOP DISPLAY コマンド 
を出力する 


- 1 - DMAC に DMA CH -2 を禁止するモ 

RESET DMAC ー ドコマンドを出力する 


END 


YES 


STOP CRTC 


テキスト表示の禁止を上記手順以外で実行した場合（例えば，無条件に D M A C をリセ 
ットした場合等）システムが正常に動作しない場合があります. 

再びテキスト表示を再開する場合には，前記の手順によるイニシャライズを行って表示 
を再開させます. 











4. 9 テキスト コン トロ ー ルポ ー ト 
(1)4 0キャラクタモード/8 ◦キャラクタモードの指定 


0 

OUT 3 0 H 


4 0 0 : 40 キャラクタモード 

1: 80 キャラクタモード 

⑵カラーモード/モノクロモードの指定 

1 

OUT 3 0 H 

COLOR 〇 :カラ ー モード 

1 :モノクロモ ー ド 

(3) ハイレゾ （ 2 4 . 8 K ) モード時の 2 5 ラインモードの指定 

5 

OUT 31 H 

25 LINE 0 :通常 

1 :ハイレゾモード • 2 5 行モ ー ド時 

(4) VRTC ステータス 

5 

IN 4 0 H 

VRTC 0 :表示期間 

1:垂直帰線期間 
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ノ ズックグランド カラー 

カラーグラフィックモードが設定されていない場合のバックグランドカラ 
下の出カポートにより設定される. 

6 5 4 

OUT 5 2 H 



BGG 

BGR 

BGB 

バック グ ランドカラー 








CRTC のコマンドー 



AO 


C W RESET 


S CRE EN FORMAT 


OCW1 

STOP DISPLAY 

OCW2 

START DISPLAY 

OCW3 

SET INTERRUPT MASK 

OCW4 

READ LIGHT PEN 

OCW5 

LOAD CURSOR POSITION 

OCW6 

RESET INT ERRUPT 

OCW7 

RESET COUNTERS 

OCW8 

READ STATUS 



注バラメータは記載されている順に書き込んでください0 


コマン ドの機能 

① ICW ： RESET 

DM A アンダラン以外の原因による割込み要求と DM A 要求が停止され， V S 

P 出力が アクティブ になり， バラメータ 書き込み可能な状態にな] 5 ます0 

また，表示実行中に RES ET コマンドが発行されると， VSP 出力は次の行か 
らアクティブになります。 

ICW：SCREEN FORMAT 

画面構成，同期信号幅，特殊表示， DM A 制御の定義をします。 


8 0 































DMA 動作指定 


C /B 

機 

能 

0 

D M A バースト •モード 

m 

D M A キャ 

ラクタ•モード 


* DMA キャラクタ•モードでは，1文字毎に DMA 転送の起動/停止を行ないま 
すので転送速度は遅くなりますが，他機器からの割込み要求を DMA 転送停止時に 
c p u は受付可能となります。 m 必ずキャラクタ•モードとします。 


文字数/行指定 


H 0 Hs Hi Ha H 2 Hi Ho 


文字数/行 


0 0 0 0 0 0 0 


0 0 0 0 0 01 


2 


3 



* 10 01110を越える値は指定禁止 


プリンキング時間指定 


B 1 Bo 

カーサ.ブリンク（画面） 

アトリビュート•ブリン.ク （ 画面） 

0 0 

16 

3 2 

01 

3 2 

6 4 

■n 

4 8 

9 6 

1 1 

6 4 

12 8 


* カーサ•ブリンクの明暗比率は1対1，アトリビュート•ブリンクの明暗比率は 
3対1です。= 00としたときの明暗は8画面毎に反転し，アトリビュートは 
2 4画面間明とな$ 8画面間暗となります。 


行数指定 


l 5 

L4 

La 

l 2 

Li 

Lo 

行/画面 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

6 4 


1行おき表示指定 


s 

機 能 

回 

通常表示 

1 

1 行おき表示 


氺行数指定に i 、 いて2 5行を指定し， S =1 としたとき1行目から13行目まで 
の文字データが1行知きに画面に表示されます0 
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* ライン数/文字指定を13以下の値に設定した場合は， 
示モードを指定しても表示は行なわれません。 

数/文字指定 


R4 

R3 

r 2 

Ri 

Ro 

ライン数/文字 

0 

0 

0 

0 

0 

指定禁止 

0 

0 

0 

0 

1 

指定禁止 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

0 

3 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

3*2 



垂直帰線幅 




水平帰線幅 


Z 4 

Z 3 

Z 2 

Z , 

Zo 

文字数 

0 

0 

0 

0 

0 



0 

0 

0 

0 

1 









> 指定禁止 

0 

0 

0 

1 

0 



〇 

0 

0 

1 

1 



0 

0 

1 

1 

0 

0 


6 

1 1 



曹 

1 

曹 

馨 




1 

1 

1 

1 



1 




1 

• 


3 3 















アトリビュート釦よび特殊制御文字モード指定 

特殊制御文字を有効とし 
た場合には，特殊制御文 
字用として各行2パイト 
分のメモリを余分に確保 
する必要があります0 


最大アトリビュート数/行指定 


10011を越える値-は 
指定禁止 

氺最大アトリビュート数には特殊制御文字数も含まれます。 

② OCW1 : STOP DISPLAY 

DMA アンダラン以外の原因による割込み要求と DMA 要求が停止され V S P 
出力がアクティブにな D ます。 

表示実行中に STOP DISPLAY コマンドが発行されると V S P 出力は次の 
行からアクティブにな]9ます。 

ただし， HRTC ,VRTC 出力には，影響をあ、よぼしません。動作としては，後 
に続くパラメータを書き込まない ICW( RESET コマンド）と同じです0 

③ OCW2 : START DISPLAY 

DMA アンダランによる割込み要求釦よびステータスをクリアし ， DM A 要求 
可の状態にして画面表示を開始します0 




反転表示指定 
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④ 0CW3 : SET INTERRUPT MASK 


割込み要求にマスクをかけるかどうかを指定します。 


Me 

D 

画面終了時割込み要求有効 

■ 

画面終了時割込み要求無効 


m n 

D 

特殊制御文字による割込み要求有効 

m 

特殊制御文字による割込み要求無効 



* 82 5 7-5 ( DMAC ) をオート•ロード•モードで使用する場合には M E = M N = 1とします。 

⑤ 0 CW 4 : READ LIGHT PEN 

ライトベン入力信号が入力されたときの行，列座標を読み出します。この命令 
実行後，ライトベン検出ステータス （ LP ) がクリアされます。 

ライトペン信号が帰線時間中に入力された場合に H b = 1とな！）ます。 

また，この命令で読み出せる座標は，ライトベン系の応答遅れをソフトウェア 
で輔正してください。 


⑥ 0 CW 5 ： LOAD CURSOR POSIT ION 

カーサ位匱を指定します。 

カーサ表示有無指定 


Cm 

カーサ表示 

0 

無 

1 

有 


⑦ 0 CW 6 : RESET INTERRUPT 

DM A アンダラン以外の割込み要求知よび割込み要求ステ ー タス.フラグ E , 

N をクリアし DM A 要求を有効にします。 

ただし， DMA アンダランによる割込み要求が発生している場合は， DMA 要 
求は発生しません。 

DMA 要求中に割込み要求が発生した場合には割込み要求が優先され DMA 要 
求が中断されます。 


8 4 




⑧ 0 CW 7 : RESET COUNTERS 

命令読込み後，•内部カウンタ • リセット信号を1文字幅区間発生し内部カウン 
夕にすベてクリアします。 


⑨ 0 CW 8 ：READ STATUS 

ステータス •フラグを読み出します0 


V E 


U 


N 


E 


L P 


機 


能 


V i d eo En ab 1 e 


画面表示が有効である事を 
示します0 


DMA Underrun 

DMA アン ダ ラン が発生 


㈣ 


( 1 行表示期間内に DM A 転 
送が終了しない事）した事を 
示します。また，これ以降の 
画面の表示を停止します0 


特殊制御文字による割込み 
が発生した事を示します。 

割込み要求出力 （ INT) が 
アクティブになったことを示 
します。 

表示終了時の割込みが発生 
した事を示します0 
割込み要求出力 （ I NT ) 
がアクティブになったことを 


示します 




ベン入力端子に信号 


が入力され妥当な信号である 
とみなされ行，列座標がラッ 
チきれた事を示します0 


セット条件 


〇 Start Display 


セット条件 


〇 Rese 


〇 S top Display 
〇 DMA アンダラン発生 


〇 DMA アン ダ ラン 発 
生 


〇特殊制御文字による 
割込み発生 


〇表示終了時の割込み 
発生 


〇ラ 


ベン信号 


〇 Start Display 


〇 Reset 丄 nterrupt 
〇 Reset 

〇 Stop Di spl ay 
〇 Re se t Count er s 


〇 Reset Interrupt 
〇 Reset 

〇 Stop Display 
〇 Reset Counters 


〇 Read Light Pen 


m DMA アンダランが発生すると 

① ステータス•フラグ" U ” を セット し割込み要求信号を発生し 

② ステータス. フラグ" Ve ” をリセットし表示を停止させます。 
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5 •グラフィ ソク 画面 


5.1 グラフィック表示機能 

グラフィック用の VRAM ( GVRAM ) として， アドレス C 0 0 0 〜 FFFF までの 
16 K バイトを3バンク持っています.この GVRAM は，通常の CPU の アドレス 空間 
上になく， OUT 命令でバンクを切り換えて アクセス します. 


OUT 5 Fh 5 C 5 D 5 E 

FFFF —- --- 

メイン GVRAM 〇 GVRAM 1 GVRAM 2 

RAM 


C 000 






5.2 GVRAM の図 

① 640 x 200 ドットカラー画面と G V R AM の関係図 



C 000 

C 001 

C 002 

C 04 E 

C 04 F 


C 000 

C 001 

C 002 

C 050 

C 051 

C 052 


C 04 B 

C 04 F 

C 09 E 

C 09 F 


FE 30 FE 31 FE 32 


FE 7 E FB 7 F 


MSB 


LSB 



G VRAM 2 


G VR AM 1 


G VR AM 0 


GVRAM 2 I GVRAM 1 , GVRAMO , ハ 0 レツ ト番号 丨 GVRAM 2 i GVRAM 1 , GVARMO , ハ 0 レツ ト番号 

















② 6 4 0 x 2 0 0 ドットモノクロ画面と GVRAM の関係 


MBS LSB 


LINE 1 

C 000 

C 001 

C 002 


C 04 E 

C 04 F 

2 

C 050 

C 051 

C 052 


C 09 E 

C 09 F 


w 





へ 

200 

FE 30 

FE 31 

FE 32 


FE 7 E 

FE 7 F 


GVRAM のアドレスと CRT 画面との関係は，3つのプレーン （ G V RAM 0, G V 

RAMI,GVRAM 2 ) とも同じです. 

色指定及びァトリビュートの指定は，テキスト VRAM のもの，すなわち3 3 01の機 
能で行いますので，最小指定単位は，1キャラクタ （ 8 x 8ドット又は8 x 1〇ドット）で 
す. 
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③ 6 4 0 x 4 0 0 ドットモノクロ画面と GVRAM の関係 


MBS LSB 


し INE 1 

C 000 

C 001 

C 002 


C 04 E 

C 04 F 

2 

C 050 

C 051 

C 052 


C 09 E 

C 09 F 

へ 







200 

FE 30 

FE 31 

FE 32 


FE 7 E 

FE 7 F 

201 

C 000 

C 001 

C 002 


C 04 E 

C 04 F 

202 


C 051 

C 052 


C 09 E 

C 09 F 











1 





400 

FE 30 

FE 31 

FE 32 


FE 7 E 

FE 7 F 


このモードでは，グラフィックの表示は2プレーン （ GVRAMO ， GVRAM 1) を 
使用した1ページのみで ， GVRAM 2は使用しません. 

カラー指定とアトリビュート指定は6 4 0 x 2 0 0モードと同じで，3 3 01のアトリ 
ビュート指定を使います.この場合アトリビュートを指定できる最小単位は8 x 16ドット 
又は8 X 20 ドットです. 
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5. 3 グラフィック I /〇ポート 


〇システムモードセンス 

7 6 5 4 3 2 1 0 


IN 4 0 H 


SHG 


S H G ハイレゾリューショングラフィックモード信号 
0 :専用 高 解像度 ディスプレイモード 

1:標準ディスプレイモード 

OG VR-AM リード•ライト選択/ G VRAM ステータス 

7 6 5 4 3 2 1 0 


IN/OUT 3 2 H GVAM 


G V AM グラフィックス VRAM アクセスモード 
0 :独立アクセスモード 

1:拡張アクセスモード 

(1) 独立アクセスモード 

GVRAM バンク制御ポート 

OUT 5 CH GVRAM 0 

OUT 5 DH GVRAM 1 

OUT 5 EH GVRAM 2 

OUT 5 FH メイン RAM 

((/、ずれの命令もストローブポートのためのデータは無関係です） 



7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

IN 5 CH 






G 2 

G 1 

GO 


bit 


内容 


G 0 

G 1 

G 2 


G VR AM 


ステータス 


GVRAM 1ステータス 


G VR AM 


ステータス 
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⑵拡張アクセスモード 


7 6 5 4 3 2 1 0 


OUT 3 5 H GAM 


GAM グラフィックス VRAM アクセスモード 
〇 : メイン R A M アクセス 
1 : GVRAM アクセス 

1 

I ) CPU リード動作 



7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

OUT 3 5 H 






PLN 2 

PLN 1 

PLN 0 


PLN 0 〜 PLN 2 GVRAM 2, 1, 0の比較デ ー タ 


GVRAM リード時には，各プレーンよりリードされたリードデータを各ビット単位に, 
PLN 0 〜 PLN 2 に設定されたデータと比較し，一致したビットのみ“ 1 ”を CPU に 
対して出力します. 


n)CPU ライト動作 

① ALU 機能について 

ALU には， CPU からのライトデータとリードモディファイライトサイクルによって 

リードされたデータが入力され，論理演算が行われます. 

論理演算は，リードデータに対して， CPU のライトデータの“ 1 ”であるビットに対 
して行われ，“ 0 ”であるビットに対しては，何も行われない.ただし，ノーオペレーシ 
ヨンが指定されたプレーンに対しては， ALU は何もせず，リードされたデータがそのま 


ま出力されます. 





OUT 3 4 H 


7 6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 


ALU 

ALU 

ALU 


ALU I 

ALU 

ALU 


21 

11 

01 


20 

10 

00 


ALU 01 

ALU 0 0 

プレーン 0 の動作指定をする 

ALU 11 

ALU 10 

プレーン 1 の動作指定をする 

ALU 21 

ALU 2 0 

プレーン 2 の動作指定をする 

0 

0 

ビットリセット 

0 

1 

ビットセット 

1 

0 

ビット反転 

1 

1 

ノ ー オペレ ー ション 


A 


L 


U 


②グラフィックスデータマルチプレクサ制御 



7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

OUT 3 5 H 



GDM1 

GDM0 






GDMl GDM0 

GVRAM ライト動作 

0 0 

ALU の出力 data を 3 プレーン同時にライトリードモディファイライト 

0 1 

直前の READ サイクルで READ された data を 3 プレーン同時にライト 

1 0 

直前で READ されたプレーン 1 の data をプレーン〇にライト 

1 1 

直前で READ されたプレーン 0 の data をプレーン 1 にライト 


9 2 












③同時転送 


GDM 1 = 0, GDM 0 = 1 ,GVAM = 1 

GAM =1 においてアドレス A 
をリードした後，続けてアド 

レス B にライトする 


GVRAM をリード（独立ァ 
クセスモー ド）すると，その 
内容は左のようになっている 


④ バンク 間転送 モード 

GDM 1 = 1, GDM 0 = 1, GVAM = 1 

GAM =1 においてアドレス X 
をリードした後，続けて同一 

アドレスにライトする 


プレーン1の 内容が 


プレーン 〇へ転送される 


* GDM 1=1 , GDM 〇 =1においてのバンク間転送モードでは 
プレーン〇の内容が—プレーン1へ転送されます. 



プレーン 0 

プレーン 1 

プレーン 2 

了 ドレス X 

01 h 

0 2 h 

0 4 h 



プレーン 0 

プレーン 1 

プレーン 2 

アドレス X 

0 2 h 

0 2 h 

0 4 h 



プレーン〇 

プレーン 1 

プレーン 2 

アドレス A 

01 h 

0 2 h 

0 4 h 

アドレス B 

0 8 h 

10 h 

2 0 h 



プレーン〇 

プレーン 1 

プレーン 2 

了 ドレス A 

01 h 

0 2 h 

0 4 h 

アドレス B 

01 h 

0 2 h 

0 4 h 





















〇グラフィックススピード制御 


7 6 5 4 3 210 


OUT 4 0 H GHSM 


G H S M グラフィックスハイスピードモード 
0 :グラフィックススタンダードモード 

1:グラフィックスハイスピードモード 

(標準スピード時有効.髙速モード時はこの出カポートの内容 
容にかかわらず，グラフィックスはハイスピードで動作） 

〇グラフ ィ ックコン トロール 



7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

OUT 31 H 



25 

HCO 

GRA 



200 




LINE 

LOR 

PH 



LINE 


HC 0 L 0 R GRAPH グラフィックコントロ ー ル 

0 0 :テキストモード 

0 1 :グラフィックモード 

1 0 :禁止 

1 1 :カラーグラフィックモード 


200 LINE 髙解像度 CRT モードに おける グラフ ィ ツク コントロール 

0 : 6 0 0 x 4 0 0 ドットモード 

1 : 600^200 ドットモード 

25 LINE 高解像度 CRT 2 5 行モードコントロール 

0 :髙解像度 C R T 2 5 行モード以外の全てのモード 

1 :髙解像度 CRT 25 行モード 

この命令を使用する場合は，出カデータと同じ物を，メイン RAM の E 6 C 2 番地にス 


トァ してください.そうしないと モニタで， OUT 31 を行い初めのモードを変更しても, 
コマンド 持ち状態で E 6 C 2 番地にス トァ されたモードに戻ってしまいます. 






〇バックグランド カラー コント ロール （ 8 色 デジタル R G B ) 


OUT 5 2 H 


BGG BGR BGB 


BGG BGR BGB バックグランドの指定 

0 0 0： 黒 

0 0 1： 青 

0 10： 赤 

011： マゼンタ 

10 0: 緑 

1 0 1 : シアン 

110： 黄 

1 1 1 : 白 \ 

このポートは，グラフィックモードにおいて使用されるので，カラーグラフィックモー 
ドの場合は無視されます. 


〇カラ ー パレットコントロール 


OUT 3 2 H 


PM 0 DE 


PM 0 DB 


カラーパレットモード 

8色モード 

512色モード 


⑴8色モード•(デジタル RGB 画面 PMODE = 〇 ) 


、。レット 番号 


OUT ポート 

パレット番号 

OUT ポート 

5 4 

4 

5 8 

5 5 

5 

5 9 

5 6 

6 

5 A 

5 7 

7 

5 B 
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7 6 5 4 3 2 1 0 


OUT 5 4 H 

〜 5 BH 


PG 


PG PR PB 


0 

0 

0 

0 


0 

0 


0 


0 


0 

0 


0 

1 

0 


1 


色の割り当て 
黒 
青 
赤 

マ ゼンタ 

緑 

シアン 

黄 

白 


PR 


PB 


(2)5 12色モード（アナログ RGB 画面 PMODE = 1 ) 

OUT 5 4 H 〜5 BH 


7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

0 

0 

PR2 

PRl 

PRO 

PB2 

PB1 

PBO 


0 

1 




PG2 

PG1 

PGO 


PG 2 

PR 2 

PB 2 

PG 1 

PR 1 

PB 1 

PGO 

PRO 

PBO 

G 緑レベル 

R 赤レベル 

B 青レベル 

輝度レベル 

0 

0 

0 

レベル 〇 

発光なし 

0 

0 

1 

1 

低輝度 

0 

1 

0 

2 



0 

1 

1 

3 



1 

0 

0 

4 



1 

0 

1 

5 


t 

1 

1 

0 

6 

高輝度 

1 

1 

1 

7 

全輝度 







〇バックグラン ドカラー （アナログ モード） 


OUT 

5 4 H 


7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

1 

0 

BR 2 

BR 1 

BR 0 

BB 2 

BB 1 

BB 0 


1 

1 




BG 2 

BG 1 

BG 0 


* カラーの指定は512色モードに同じです. 

〇画面の重ね合わせ 



7 

.6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

OUT 5 3 H 





G 2 DS 

G 1 DS 

GODS 

TEXTDS 

_1 


bitO 

TEXTDS 

テキスト画面の表不0 :表不する 

1:表示しない 

bitl 

GODS 

GVRAM 0 の表示 〇:表示する 

1:表示しない 

bit 2 

G 1 DS 

GVRAM 1の表示 〇 :表示する 

1:表示しない 

bit 3 

G 2 DS 

GVRAM 2の表示 0 :表示する 

1:表示しない 


6 4 0 x 2 0 0ドットモードの場合 ， GVRAM 2は使用しませんので ， G 2 DS は 
1にしておきます.また，カラーグラフィックモード時は， GODS , G 1 DS , G 2 
DS の状態にかかわらず表示されます. 
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5.4 V 2 モードにおけるグラフィックの注意 
V 2モードのときは，グラフィックは拡張アクセスモードか?(虫立アクセスモードか，ど 
ちらになっているかの保証はありません.そのため，割り込みでの独自のグラフィック処 
理を行うときは，必ず自分でモード設定をしてやらなければなりません（ポート3 2 H の 
ビット6 GVAM を設定する）. 

5 . 5拡張アクセスモードで気が付いた事 
拡張アクセスモードを使用すると ， G V R A M 間では3プレーン同時転送が可能である 
が，ゲームなどのキャラクタをメイン RAM から GVRAM に転送するときはいずれにせ 
よ，従来の独立アクセスモードを使ってプレーン毎に3回 G V R A M をアクセスしなけれ 
ばなりません. 

ところが， GVRAM は実際には， C 000〜 FE 7 F 番地であり， FE 80 〜 FFF 
F 番地の3 8 4バイト X 3 バンクは未使用です.現在多くのゲームで使われているキャラ 
クタは3 2 x 16ドットであり，1つのキャラクタにつき4 x 16 x 3 = 6 4 x 3バイト 
を使用しますが，先程述べた未使用メモリにはキャラクタを6個格納することができます. 
そしてここに格納されたキャラクタデータは ， G V R A M に3プレーン同時転送が可能と 
なる訳です.ゲーム中主要な，または数多く画面にでるキャラクタデータをここに格納し 
ておけば，キャラクタ PUT にかかる時間は従来の約1/3になり，より高速なゲームを 
作ることができるようになります. 
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6. F M 音源{こつし、て 

6.1 音程データ 

音程計算は， FM 音源， SSG 音源共にベースとなる 12 音より求めています.そのデ 

一夕は 2バイト xl 2 個で，以下のアドレスにおかれています. 

COD 2 : SSG 音源 用 データ 

1オクターブの C - B の音 

EE 8, E 12, D 48, C 89, BD 5, B 2 B , A 8 A , 9 F 3 
9 6 4, 8 DD , 8 5 E , 7 E 6 

C 0 EA : FM 音源 用 データ 

C - B の F number 

2 6 A , 28 F , 2 B 6, 2 DF , 3 0 B , 3 3 9, 3 6 A , 3 9 E 
3 D 5, 410, 44 E , 48 F 

6.2 ボリュームの設定 

FM 音源のボリューム コン トロールは，キャリアになっているオペレータのトータルレ 
ベルを 変え ることにより 実現され ています. 

そこで MML の“ V ”コマンドの1〜15に対応する，トータルレベルデータを E 1 E 

8番地においてあります (3.7 MBI 0 S RAM CODE 表を参照）. 
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6.3 Que の 構造とコマンド 

① Qu e の構造 

3.7 MBIOS を参照してください. 

② Q u e コマンド 

• 音符 データ ……6バイト 

0 xxx xxxx □□ □□ □ 

- -- Key off flag 

音程 （ 0〜9 5 ) 音符 休符 L 〇 : Key 0 f f 
N に対応 COUNT COUNT 1 : Not Key off 


• コマンドデータ 


10 0 0 

0 0 0 0 

M 

続く 2バイトが データ 

10 01 

X X X X 

S 


1010 

X X X X 

V 


1011 

X X X X 

it S W ( Ch # l の Que にのみ入る） 

110 0 

0 0 0 0 

Y 

続く 2バイトが Reg#，Data 

1101 

0 0 0 0 

Z 

次のバイトが データ 

1110 

0 0 0 0 




次の 1 バイトが 

0 ： @W 続く 5バイトが 音符と同じ 

1:® T 〇 n e #続く 1バイトが T one # 
2 ： @V 続く 1バイトが データ 

1111 1111 Statement の 区切り 
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6.4 ミュージック割り込みについて 

テンポ用タイマとして〇 PN の T 1 mer - B をしており， IRQ は， INT 3 に入り 
ます （ T i m e r - A は未使用）. 

① Tlm e r 関係 

E 21 A COUN-B T l me r - B の Coun t e r 数 
E 216 T-CNST COUNT 計算の為の定数 

現在，割り込み周期は14 m s にセッ トされています.周期を変える場合には，上記の 
3 バイ トを セッ トしなおす必要があります. 

(例 ） Time r 周期を Tm s に設定する. 

COUN-B = 2 5 6 - ( 12 5 XT ) /3 6 
T - CNST =240000 /T 

また， COUN-B を書き換えたら CM D S TO PM 命令を行うか，直接 Reg #26 H 

に その データを 送るかしてください. 

② 割り込み関係 

E 212 E - IN 丁： Timer ON 時用 
E 214 D - INT : Timer OFF 時用 
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6.5 MML の互換性表 



N 8 8 V e r 2 . 0 

N 88, N 80 

Rx 

休 符 

休 符 

Q x 

ノくー セント 

パーセント 

M x , S x 

エンべロープ 

エンベロープ 

« 

何個でも 

1 個のみ 

Vx 

ボリュ ー ム 

ボリュ ー ム 

Y r , d 

Reg Set 


Z x 

Data Send 


@ X 

音色セレクト 


@ V x 

Output Level 設定 


@ W x 

拡張レスト 


{ , } 

連 符 
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M ML —覧表 


文 


宇 


意 


味 


デフ オルト 


M x (SSG 音源のみ）エンべロー 


^ x S 65535 


2 5 5 


S x ( SSG 音源のみ）エンベロープ形状の設定 （ 1 SxS 15 ) 


V x 
Lx 
Q x 
Ox 


> 


< 


N x 
Tx 


R x 


(#) 




U x 


音量の設定 （ 0 S x S 15) 

長さの設定 （14) 

音の長さの割合 （ 1 ) 

オクターブの設定 （ l $ xS 8) 

オクターブをひとつ上げる 
オクターブをひとつ下げる 
x で指定された高さの音を発生する〇〜9 6 


テンポの設: 


2 5 5 ) 


休符の設定 （ 1$ x S 6 4 ) 

音を半音上げる 
音を半音下げる 

音符の長さや休符の長さを1 . 5倍する 
タイ.前後の音をつなぐ 
連符.指定された長さの x 分音符を {} の中の 
音程の個数で等分にした音を発生 


@ x ( FM 音源のみ） x で指定された音色番号に切り換える 
Y r , d ( OPN のみ） OPN のレジスタ r の内容を d にする 
Zd (MID I のみ ） MIDI にデータ d を送る 


@Vx ( FM 音源 , MIDI 
@ W x 


音量を細かく調整する （ 0 S x S 12 7 ) 
x で指定された長さだけ状態を維持1〜6 4 


8 

4 

8 

4 


12 0 

4 


4 
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音色番号表 


音色番号：音色名 


音色番号：音色名 


0 Deafault VOICE 

1 BRASS 2 

2 STR I NG 2 

3 EPIAN03 

4 EBASS 1 

5 EORGAN 1 

6 PORGAN 1 

7 FLUTE 

8 OBOE 

9 CLARINET 

10 V I BRPHN 

11 HARPS I C 

12 BELL 

13 PIANO 

14 MUSH I 

15 DESCENT 

16 UFO 

17 G R A N P R I 

18 LASER 1 
19 し ASER 2 

20 SIN WAVE 

21 BRASS 1 

2 2 BRASS 2 
23 TRUMPET 
2 4 STR I NG 1 
2 5 STR I NG 2 
2 6 EP I ANO1 
27 EP I ANO 2 
2 8 EP I AN03 
29 GUITAR 


31 EBASS 2 
3 2 EORGAN 1 
33 EORGAN 2 
3 4 PORGAN 1 

35 PORGAN 2 

36 FLUTE 

3 7 PICCOLO 

3 8 OBOE 

39 CLARINET 

40 GROCKEN 

41 V I BRPHN 

4 2 XYLOPHN 
4 3 KOTO 

4 4 Z I TAR 
4 5 CL A V 
46 HARPS I C 
4 7 BELL 
4 8 HARP 

4 9 BELL/BRASS 

59 HARMONICA 

51 STEELDRUM 

52 TIMPANI 

5 3 TRAIN 
54 AMBULAN 
5 5 TWEET 

56 RAIN DROP 
5 7 HORN 
5 8 SNAREDRUM 
5 9 COW BELL 

60 PERC1 


3 0 EBASS 1 


61 PERC 2 
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ス 

ボ 

ド 


0 5 


ステータスリー ド 

コマンド ライト 


—ノレホート 


8 2 5 




8251データポー 


C 2 h 

















3 2 h ミュージック割り込みマスクフラグ 


7 



1 :禁止 

RESET 時 （T 

NEW CMD 実行時 “ 〇 ” 

CMD UNLINK 実行時 “ 1 




6. 9 FM 音源 OPN アドレスマップ 


※界以丁丑 DATA 

REGISTER 

ADDRESS 


21 

24 

25 

26 

27 


28 


TEST 


TIMER- 



TIMER-B 


MODE 


■E19H3E 9 ■ IEnH 


SLOT 


CH 





7E 


80 


8E 


90 


9E 


AO 

A1 

A2 


A5 

A6 


A8 

A9 

AA 


AC 

AD 

AE 


BO 

B1 

B2 


CONNECT 


COMMENT 


LSI ©TEST-DATA 

TIMER-A の上位 8bits 

TIMER-A の下位 2bits 
TIMEft-B の DATA 

TIMER-A/B の Con t r o1 及び 3CH の Mode 
Key-ON/OFF 

ブリスケーラーを Set 
1/34/6 分周の選択 
分周器を 1/2 分周に セット 


Detune/Multiple 

(33, 37, 3B の Address は無し ) 


Total Level 

(4 3, 47, 4B の Address は無し） 


Key Seale/Attack Rate 
(53, 57, 5B の Address は無し） 



Decay Rate 

(63, 67. 6B の Address は無し） 


Sustain Rate 

(73, 77, 7 B の Address は無し） 


Sustain Leve 1/Re lease Rate 
(83. 87, 8B の Address は無し） 


SSG-Type Envelop Control 
(93. 97, 9B の Address は無し） 


-Numbers/BLOCK 


F-Numbe r s/BLOCK 


Self -Feedback/ Connect ion 



































^READ/WRITE DATA 


REGISTER 

ADDRESS 

00 

01 
02 
03 
04 
05 
06 
07 
08 
09 
. 0A 
OB 
OC 
OD 

OE 

OF 



_COMMENT _ 

Channe1-A Tone Period 

Channe1-B Tone Period 

Channe1-C Tone Deriod 

Noise Period 
/ENABLE 

Channe1-A Amplitude 
Channe1-B Amplitude 
Channe1-C Amplitude 

Envelop Period 

Envelop Shape Cycle 

I/O Port Date 


《•READ DATA 


REGISTER 

ADDRESS 

XX 



COMMENT 

Status 



BEEP : BEEP 出カボート 

(2400Hz の ON/OFF) 
0 : OFF 
1 : ON 

FBEEP :パルス出カボート 
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1 ディスクファイルの構造 



サーフェス 

番号 

トラック委 

トラック 

番号 

セクタ 

数 

セクタ 

年口 

番 5 

5. 25 インチ 

0 か 1 

片面 4 ◦ 

〇〜 3 9 

16 

1 〜 16 

両面倍密度 


(80) 




5. 25 インチ 

必要なし 

3 5 

〇〜 3 4 

16 

1 〜 16 

片面倍密度 


# 




8 インチ 

0 か 1 

片面 7 7 

〇〜 7 6 

2 6 

1 〜 2 6 

両面倍密度 


(15 4) 





10 9 






















〇トラックの割り当て 

(1)5. 25インチ両面倍密度ミニフロッピーディスク 

システムディスク（ N 8 8 —BAS I CODISK CODE を含むディスク） 


サーフェス 

トラック 

セクタ 

内容 

0 

0 

1 

I PL 


0 

2〜16 

DISK CODE 


1 

すべて 

同上 


2〜3 9 

すべて 

ユーザー 領域 

1 

〇〜1 

すべて 

DISK CODE 


2〜17 

すべて 

ユーザー 領域 


18 

1〜12 

ディレクトリ 


18 

13 

ID SECTOR 


18 

14〜16 

FAT 


19〜3 9 

19〜3 9 

ユーザー 領域 


データディスク（ N 8 8 —BAS I CODISK C 〇 DE を含まないディスク） 


3 9 



セクタ 

内容 

すべて 

ユーザー領域 

- - - ——- ■ ■•■画 

すべて 

すべて 

すべて 

ユーザー領域 

システム ディスクと同じ 

ユーザー領域 
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(2)5. 25 インチ片面倍密度ミニフロッピーディスク 

システムディスク（ N 88— BASIC の DISK CODE を含むディスク） 



34 


セクタ 

内容 

1 

I PL 

2〜16 

DISK CODE 

すべて 

同上 

すべて 

ユーザー 領域 

1〜12 

ディレクトリ 

13 

ID SECTOR 

14〜16 

FAT 

すべて 

ユーザー 領域 



データディスク （N 8 8 -BAS I CODISK C 〇 DE を含まないディスク） 







( 3) 8 インチ 両面倍密度 ミニフロッピーディスク 
システムディスク（ N 88 — BASIC の DISK CODE を含むディスク） 


■ 

トラック 

セクタ 

内容 

0 

0 

すべて 

未使用 


1 

1 

I PL 


1 

2 〜 2 6 

DISK CODE 


2 

すべて 

同上 


3 〜 3 4 

すべて 

ユーザー 領域 


3 5 

1 〜 2 2 

ディレクトリ 


3 5 

2 3 

ID 


3 5 

2 4 〜 2 6 

FAT 


3 6 〜 7 6 

すべて 

ユーザー 領域 

1 

0 

すべて 

未使用 


1 

すべて 

DISK CODE 


2 〜 7 6 

すべて 

ユーザー 領域 


データディスク（ N 88— BASIC の DISK C 〇 DE を含まないディスク） 


サーフェス 

トラック 

セクタ 

内容 

0 

0 

すべて 

未使用 


1〜3 4 

すべて 

ユーザー領域 


3 5 

すべて 

システムディスクと同じ 


3 6〜7 6 

すべて 

ユーザー領域 

1 

0 

すべて 

未使用 


1〜7 6 

すべて 

ユーザー領域 
















〇クラスタ 

# 5 • 25インチミニフロッピーディスク （8 セクタ=1ク 


クラスタ 

サーフェス 

トラック 

セクタ 

0 

0 

0 

卜8 

1 

0 

0 

9〜16 

2 

1 

0 

1〜8 

3 

# 

1 

0 

參 

9〜16 

♦ 

• 

15 8 

# 

1 

# 

3 9 

参 

1〜8 

15 9 

1 

3 9 

9〜16 


• 5 • 25 インチ片面倍密度 ミニフロッピーディスク 


クラスタ 

トラック 

セクタ 

0 

0 

1〜8 

1 

0 

9〜16 

2 

1 

1〜8 

• 

• 

• 

• 

9〜16 

6 8 

3 4 

1〜8 

6 9 

3 4 

9〜16 




8 インチ両面倍密度フロッピィディスク （2 6セクタ=1クラスタ） 







属性は次のようになっています. 


値 （ 16進数) 


0 


10 
4 0 
8 0 
9 0 

A 0 
C 0 


意味 


ASCI I 形式 

機械語ファイル 

ASCI I 形式，書き込み禁止 
ASCI I 形式， リードアフター ライト 
非 ASC I I 形式 
非 ASCI I 形式，書き込み禁止 
非 ASCI I 形式，暗号化 
非 ASC I I 形式， リードアフター ライト 















〇 FAT データの 意味 


バイトの データ （ 16進） 

クラスタの使用状態 

5 . 2 5インチ尚由]の時〇〜9 F 

5. 2 5インチ片面の時〇〜4 5 

8 インチ の時〇〜9 9 

使用中，連続したクラスタの一部であり， 

後続するクラスタを持つ.値が，後続する 

クラスタの番号を示している. 

5.2 5インチの時 C 1 〜 C 8 

8 インチの時 C 1 〜DA 

使用中，連続したクラスタの最後のクラス 

夕であり，下4 ( 8インチの時は下5 ) 

ビットの内容が，そのクラスタで実際に使 

われてしヽるセクタの数を表す. 

FE 

予約済みのクラスタで，ファイルとして使 

うことができない . （DISK コード， I 

PL , ディレクトリ， FAT 自身を含むク 


FF 


ラスタがこれである.） 

未使用 
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7. 2 FD インターフェース 


〇概要 

ディスクユニットでは，論理トラック番号を使って読み書きを行っています.実際にフ 
ロッピーディスク上につけられている物理トラック番号と論理トラック番号の閨係は以下 
のとおりです. 

• 両面用フロッピ_ディスク 

論理トラック番号=物理トラック番号* 2 +サーフェス番号 
•片面用フロッピーディスク 

論理トラック番号=物理トラック番号 

7.3 ハンドシェークに用いる I /〇ポート 

ハンドシヱークに 用いる信号. 

( 1 )RFD 

アクセプタ（データを受信する側）が RFD に1をたてることで，ソース（データを送 
信する側）にデータを受け取る準備ができたことを知らせます. 

( 2 ) D A V 

ソースが DA V に 1をたてること で，ソースがデータをバスにの せたことを アクセプタ 

に知らせます. 

( 3 ) D AC 

アクセプタが DAC に1をたてることで，ソースのデータをバスから受け取ったことを 

知らせます. 


116 



〇 I /〇ポート 

( 1 ) 8 2 2 5 ポート A 

7 0 


IN 0 FCH 

PA7 

PA6 

PA5 

PA4 

PA3 

PA2 

PA1 

PAO 

( 2 ) 8 2 5 5 ポート B 

7 







0 

IN 0 FDH 

PB7 

PB6 

PB5 

PB4 

PB3 

PB2 

PB1 

PBO 

( 3 ) 8 2 5 5 ポート C 

7 







0 

IN 0 FEH 

PC7 

PC6 

PC5 

PC4 

PC3 

PC2 

PCI 

PCO 


( 2 ) 8 2 5 5 コントロール 


OUT 0 FFH 


7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

CNT 

GAMS 2 

GAMS 1 

PA 

PCH 

GBMS 

PB 

PCL 


PCL ポート C 下位 （PC 0〜 PC 3) PB ポート B 

0 :出カポート 0 :出カポート 

1 :入カポート 1 :入カポート 

GBMS グループ B ( ポート B ， ポート C 下位）モード選択 

0 :モード0 
1:モード1 
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PCH ポート C 上位 （ PC 4 〜 PC 7) PA ポート A 
0 :出カ ポート 0 :出カ ポート 

1:入カ ポート 1:入カ ポート 

GAMS 2 GAMS 1グループ A (ポート A , ポート C 上位）モード選択 

0 0モード0 

01モード1 
10モード2 
11モード2 

CNT 機能制御 

〇 :ビットセット リセット 

1:モード選択 

ポート A を入力， ポート B を出力， ポート C 下位を入力， ポート C 上位を出力として モ 
—ド〇 で 使用して ください. 従って8 2 5 5 のイニシャライズ時に OFFH ポートにデ ー 
夕 として91 H を出力します. 

また8 2 5 5のビットリセット機能は， CPU からの命令でポート C のビットをセット 
/リセットすることができます. 

OUT 0 FFH 

BSET ビットリセット D 3 D 2 D 1 ポート C ビット選択 
〇 :リセット 〇 0 0 : P C ◦選択 

1 :セット 0 0 1: P C 1 " 

0 1 0 : PC 2 

0 1 1: PC 3 " 

1 0 0 : PC 4 ^ 

1 0 1: PC 5 " 

1 1 〇 : PC 6 " 



118 





ATN と DA V 信号は OUT 0 FEH をするのではなく，このビットセットリセット 
機能で制御します.ビットアサインは PC 0 〜 PC 3 が入力で PC 0 が DAV ， PC 1 が 
RFD , PC 2# DAC , PC 4〜 PC 7が出力で PC 4が DA V , PC 5# RFD,P 

C 6# DAC , ?07が厶丁^^です. 


7.4 ディスクコマンド 


イニシャライズ QH コマンド 形式 くイニシャライズ〉 


ドライブのモータをオン ， FDC ( 7 6 5 ) をリセット， へッ ドの位置を初期位置に 
戻します.ドライブの動作モード（両面/片面）及びリードアフターライトチヱック 
モードは変えません. 


ライト データ 01 H < ライト〉 < N 〉< DD >< TT >< SS 〉< data > 


SR から送られるデータをブロック単位でメディアに書き込みます . 1 ブロック 2 5 

6バイ トです. 

< N > データのブロック数 く DD 〉 ドライブ ナンバー 

< TT > 書き込む トラック ナンバー く SS 〉 セクタ ナンバー 

< N > + < SS > = < 17 


リードデータ 02 H く リード〉 く N 〉 く DD 〉< TT > く SS 〉 


特定のセ クタからデータ を読み出し， サブシステムのバッファに 書き込みます. 

メイ ンシステムがデータを 得るには，次の センドデータコマンドを 続けて行います. 


センド データ 03 H く センド〉（メインシステム—サブシステム） 


メイ ンシステムにデータを 転送す るコマンドです.このコマンド 以前に最後に実行さ 
れた リードデータコマンド によって サブシステム のバ ッ ファ に 書かれた デ ー タを，メ 
イ ンシステムに 送ります. データの 大きさは リードデータコマンドの 形式中の 

< N >* 2 5 6 バイ トです. 




ピー 


0 4 H < N >< DD >< TT >< SSXDD >< TT >< SS > 



コピーのソース 側 


データ 書き込み側 


あるセクタのデータを別のセクタにコピーするためのもので，別のドライブのデ イス 
ク への コピーも可能です. 



マット 


0 5 H 



>< DD > 


メディアをフォーマットします. 


センド リザルト ステータス 


0 6 H 


くセンドリザルトステータス〉（メインシステム—サブシステム 


くリザルトステータス〉 


(サブシステム 


― ► 


メインシステム） 


リード/ライ トする コマンド が完全に実行されたかどうか テス トするための コマンド 
リザルト ステータスのビッ ト アサインは エラー のときに LSB が セツ トされる. 


セットオペレーションモード 17 H 


くセットオペレ ー シヨンモ ー ド〉くモ ー ドバイト〉 


個々のドライブの動作モードを両面，片面にセットする. 


MSB 


LSB 


各々のビットを1にセットするとドライブが 


DriveO 両面モードになります. 


インタ ロゲ ー トオペレー シヨ ンモ ー ド 18 H 


く イ ンタロ ゲート オペレ ー ションモード〉くモ ー ドバ 


個々のドライブの動作モードをしるためのコマンド 



2 0 







セットリードアフター ライ トチヱックモ ー ド 19 H 

<セットリードアフター ライ トチヱックモード〉 

リードアフター ライト チェックモードにセッ トする コマンド. これを セッ トすると， 

ライト 動作後自動的にチェックをおこなう. 

リセットリードアフタ ー ライトチヱックモード 1 A H 

くリセットリードアフターライトチヱックモード〉 

リードアフター ライ トチェックモードをリセット します. 
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• 害 U り込みと D M A 


割り込み テーブル 


N - B A S I C の割り込みテーブル】 



下位アドレス RXRDY 


RS — 2 3 2 C 

受信割り込み 


VRTC 


画面終了割り込み 



ベル 





ー ザー割り込み 




























N 8 8 -BAS IC の割り込みテーブル】 


優先順位アドレス 



十ネル 





F 3 0 0 |下位アドレス RXRDY 
F 3 01上位アドレス 


RS - 2 3 2 C 


3 0 2 
3 0 3 


3 0 4 
3 0 5 


F 3 0 6 
F 3 0 7 


F 3 0 8 
F 3 0 9 


3 0 A 
3 0 B 


F 3 0 C 
F 3 0 D 


3 0 E 
3 0 F 



2 3 














8. 2 割り込みチャネル 



In/ 

Ou t 


3 2 h SINTM 


SINTM PSG 割り込み マスク 

0 : ENABLE 

1 : DISABLE 


I NT 3 を拡張スロットより使用する場合には，上記のマスクフラグにより，サウンド 
ジュネシータからの割り込み要求を禁止して使用する. 


8. 3割り込み I /〇ポート 

〇コント ロール レジスタ 



Out E 4 h SGSB 2 B 1 B 0 


B 2, Bl , B 0 カレントステータスレジスタ 

プライオリティを管理するために 
割り込みレベルを設定する 


SGS カレントステータスコントロ_ル 
0 :カレントステータスレジスタに格 

納されている割り込みレべルを比 
較して割り込みを発生する 

1 :カウン トステータス レジスタを参照しない • 





〇割り込みマスク 


2 


1 


0 


Out E 6 h 


RTMF 


VRMF 

〇 

1 


RXMF VRMF RTMF 


:リアルタイムクロック割り込みマスクフラグ 

:禁止 
:許可 

:画面終了割り込みマスクフラグ 

:禁止 
:許可 


RXMF 


RS - 2 3 2 C 受信割り込みマスクフラグ 







8. 4 DMA I /〇ポート 


VO 

アドレス 


■ 

IBEB 




• 

下位 

0 

0 

60 H ! 

CH - 1 DMA アドレス 






上位 

0 

0 



下位 

0 

0 

6 1 H 






■■■■ 

上位 

0 

0 



下位 

n 

■ 

6 2 H 







上位 

0 

0 



下位 

〇 

0 

6 3 H 







上位 

〇 

0 

64 H 

JSa T DMA 了ドレス 

下位 

〇 

■ 



上位 

U 

1 

65 H 

夕-ミナルヵゥント 

下位 

0 

B 



上位 





下位 



66 H 

CH -3 DMA アドレス 






上位 


■ 



下位 

n 

B 

6 7 H 







上位 

〇. 

U 

68 H 

モードセット （ ブログラム時） 

H 

D 

0 

ステ-タス （読み出し時） 

— 

1 

0 


CH — 3は， TEXT DMA チャネル用の才 


ため，ュ ー ザーは使用でき念い。 


双方向 データ バス ） ㈣ ) 


Do Ds D3 D3 D2 




BD 

n 

■■ 

■■■ 


ル 0 に同じ 


0 AL TCS 


RP EN 3 EN 2 EN 1 ENO 


UP TC 3 TC 2 TCI TCO 


一卜 n 


、•ッファとして使用されている 
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本 A 0〜 A 15 

C 0〜 C 13 

R d 〜 W r 
AL 
TCS 
E W 
RP 

EN 3 〜〇 
UP 

TC 3 〜〇 


DM A 開始アドレス 
TC の値 

ベリファイ （ 0 ◦), ライト （01) ，リード （1◦) 

オートロード 

T C ストップ 
拡張ラィト 
回転優先 

チャネルイネーブル 

UPDATE フラグ 

TC ステータスビット 


( 注意 ） モードコマンドは必ず以下のようにしなければならない 

7 〇 


1 TCS 1001 EN 1 EN 0 


EN 0 : DMA チャネル1のイネーブルビット 
EN 1 : DMA チャネル2のイネ ー ブルビット 
丁 CS : TC ストップビット 






9. RS — 2 3 2 C 1/ 〇ポート 


〇 データ 入出力 



〇コマンド出力，ステータスリード 



〇データキャリアディテクト （ DCD ) 

2 



DCD : データキャリアディテクト 

0 :キャリア OFF 

1 :キャリア〇 N 


〇チャネルの切り換え 

5 

Out 3 0 h 

B S 2 : チャネルコントロール 

0 : CMT インタフェース 

1 : R S — 2 3 2 C インタフェース 
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1 〇 • 漢字 ROM 


10.1 漢字 I /〇ポート 


ポート 


機 能 

E 8 

In 

漢字アドレスに対するフォントの右側8ビットを読み出す 



漢字アドレスの下位8ビットを指定する 

E 9 

In 

漢字アドレスに対するフォントの左側8ビットを読み出す 



漢字アドレスの上位8ビットを指定する 

E A 

In 

な し 



漢字 R 0 M の読み出し開始を指示する 

EB 

In 

な し 



漢字 R 〇 M の読み出し終了を指示する 









10.2 漢字フォントのマッビング 

〇全角文字（漢字 ROM アドレス12 0 0 h 〜 FFFF h ) 


漢字 ROM 

アドレス 


In E 9 h 


In E 8 h 


76543210 76543210 


6 0 10 
6 0 11 
6 0 12 
6 0 13 
6 0 14 
6 0 15 
6 0 16 
6 0 17 
6 0 18 
6 0 19 

6 01 A 
6 01 B 
6 01 C 
6 01 D 
6 01 E 
6 01 F 


□□□□□□□□ □□□□□□□□ 


□□□□□□■□ □□■□□□□□ 
□□□□□□■□ □□■□□□□□ 




□□□□□□■□ □□■□□□□□ 
□□□□□□■□ □□■□□□□□ 


3 0 









〇半角文字（漢字 ROM アドレス 


7 FFh ) 













〇 1 /4角文字（漢字 ROM アドレス8 0 0 〜 BFF h ) 


漢字 ROM 

アドレス 

命 .令 j 

76543210 

0 9 0 4 

In E 9 h 



In E 8 h 


0 9 0 5 

E 9 



E 8 


0 9 0 6 

E 9 



E 8 


0 9 0 7 

In E 9 h 



In E 8 h 



〇漢宇 R 〇 M アドレスとデータの内容 



漢字 ROM アドレス 

データ 

1 

〇〜 7 FF 

半角文字 

2 

8 0 0 〜 BFF 

1/4角文宇 

3 

12 0 〇〜 3 FFF 

全角文宇（非漢字） 

4 

400 〇 〜 FFFF 

全角文宇（漢字） 





















アドレス 

ラベル 

内 容 

E 600 H-ODH 

FDIVC 

単精度除減算用サブルーチン 

E 60 EH 


RND 関数発生カウンタ 

B 60 FH 

RNDCNT 

RND 閨数 ROM データカウンタ 

E 610 H 


RND 関数 RAM データカウンタ 

E 611 H -30 

RNDTAB 

RND 閨数 RAM データ（単精度）4バイト x 8 組 

E 631 H -34 H 

RNDX 

前に発生した RND 関数の値 

E 635 H -48 H 

USRTAB 

USR 関数アドレステーブル2バイト xl 〇組 

(初期値 B 06 H : Illegal function call ) 

E 649 H 

ERRFLG 

ERR の値 （ ERL = EB 09 H ) 

E 64 AH 


未使用 

E 64 BH 

LPTFLG 

LPOS の値 

E 64 CH 

PRTFLG 

プリンタグラフ （ 出力先の指定, 0 : CRT , 0以外 ： LPT ) 

E 64 DH 

NLPPOS 

LPR I NT ‘，’改行桁数 

E 64 EH 

LPTSIZ 

WIDTH LPR I NT の値 

E 64 FH 

LINLEN 

W I DTH で指定した CRT スクリーンの桁数 

E 650 H 

CLMLST 

PR I NT ‘，’改行桁数 

E 651 H 


未使用 

E 652 H 

CNTOFL 

CTRL +0 フラグ（画面出力をさせないためのフラグ） 

E 653 H 

FLBMEM 

BLOAD / BSAVEY 用フラグ（〇 :アドレス指定のみ， 

1:指定なし ， FFH :アドレス長さあり） 

E 654 H , 55 H 

TOPMEM 

メモリ上限値， CLEAR 文の第2パラメータ 

E 656 H , 57 H 

CURLIN 

実行中の行番号（ダイレクトモード時は FFFFH ) 

E 658 H , 59 H 

TXTTAB 

テキスト開姶アドレス 

E 65 AH ,5 BH 

OVERRI 

0 V , /〇エラーメッセージアドレス 

E 65 CH -68 H 

NECID 

ターミナル I D ( NEC 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇1 CR LF ) 

E 669 H -6 BH 

MONRMI 

モニタブレークポイント用ジャンプテーブル （ RST 38 H で使用） 

E 66 CH -6 EH 


モニタイニシャライズ拡張用フック 

E 66 FH -71 H 


モニタ拡張 M コマンド用フック 

E 672 H -74 H 


モニタ A D コマンド•ジャンプテーブル 
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E675H-77H 


E678H-7AH 


B67BH-7DH 


E67EH-80H 


E681H-83H 


E684H-9BH 


E69CH, 9DH 

NUMC0M 

E69EH 

DEVTYP 

E69FH 

TRMCMD 

E6A0H 

TRMREM 

B6A1H 

TRMCHR 

E6A2H 

TRMLPF 

B6A3H 

IEEINF 

E6A4H 

CASE0F 

E6A5H 

CL. FLG 

E6A6H 

HIRES し 

E6A7H 

CURFG 

E6A8H 

CURFG2 

E6A9H 

CASPRT 

E6AAH 


E6ABH, ACH 

DOT 

E6ADH 

INSFLG 

E6ABH, AFH 

PENTBL 

E6B0H 

SCRLL 

E6B1H 

LINEND 

E6B2H 

SCRLL1 

E6B3H 

SCRLL2 

E6B4H 

NULATR 

E6B5H 

NULCHR 

B6B6H 

F. LTRL 

E6B7H 



モニタ へ W コマンド. ジャ ンプ テーブル 
モニタ へ R コマンド. ジャ ンプ テーブル 
モニタ M コマンド拡張用 フック 
モニタ 拡張 H E L P コマンド 用フック 
モニタ 汎用フック 

未使用 

RST 10 H 用 work 

前にアクセスしたドライブタイプ 

(8 インチ=0, 5インチ SS = 2, 5インチ DS = 3) 

TERM 中を示すフラグ 

T E R M リモートプロトコル用フラグ 

(FFH : ESC >& ノーマル， 00: ESC , .01 :ESC く） 
TERM ha 1 f キー入力 1 メッセージ最初の文宇 
TERM LP イネ ー ブルフラグ （ f ，8) 

RE AD で0だったら Out of Data (112 AH から使用） 

カセットロード中… FFH , OPEN …1, 1 AH を入力の時… 0 
TERM LF/COPY フラグ （ LF ... 1, C 0 PY ...2 ) 

ハイレゾモードフラグ （ 640*200 ->0, 640*400 — 1 ) 

カーソル表示 フラグ 

カーソル ON/OFF コマンド 

カセット使用中フラグ （ READ …1, WRITE … FFH ) 

未使用 

’行番号 

I NS モードフラグ 

ライトべン補正値 （ 06 H , 36 H ) 

テキストウィンドウ上限（実際のウィンドウ） （1 〜 25) 
テキストウィンドウ下限（実際のウィンドウ） （1 〜 25) 
テキストウィンドウ上限 CONSOLE A , B で一 > A +1 の値 
テキストウィンドウ上限 CONSOLE A , B で— A + B +1 の値 

ヌル アトリビュート 
ヌル キ ャラ クタ • コード 

コントロールコードを CRT に出力するフラグ 

未使用 



E6B8H 

CNSDFG 

ファンクシヨンキー 表示 フラグ （ 0 以外で表示） 

E6B9H 

CMODE 

テキストモード（カラ - FFH ， B/\^**0) 

E6BAH 

F. COPY 

コピーモード 



( ノーマル … FFH, テキスト … FDH, グラフィック … FAH ) 

E6BBH, BCH 

SCUDOT 

EDIT 一番上の行番号 

B6BDH, BEH 

SCDDOT 

EDIT 一番下の行番号 

E6BFH 

ERRCST 

8 2 51 エラー発牛フラグ 

E6C0H 

S. SYCO 

PORT 30 H に出力したデータ 

E6C1H 

S. SYC1 

PORT 40 H に出力したデータ 

E6C2H 

S. CRTC 

PORT 31 H に出力したデータ 

E6C3H 

S. ILVL 

PORT E 4 H に出力したデータ 

E6C4H, C5H 

VRAMAD 

テキスト VRAM アドレス TOP ( 初期値： F3C8H) 

E6C6H 

WAITFG , 

(LINE) INPUT WAIT フラグ 

E6C7H 

TIMRFG 

ON TIMES カウンティングフラグ 

E6C8H 


未使用 

E6C9H 

CBOEFL 

Communication Buffer Overflow フラグ 

E6CAH 

INTFLG 

イベントキーフラグ r 〇 ，^ S, ^ C) 

E6CBH, CCH 

QUEUES 

キューテーブルアドレス 

E6CDH 

F. KSUP 

キー入 ー サブレスフラグ （ 0 の時のみ入力を受け付ける） 

E6CEH 

F. KYST 

ファンクシヨンキーストア中フラグ 

E6CFH 

KEYPRT 

キー入カリピートカウンタ 

E6D0H-DBH 

KEYBIT 

キー入カボートデータの CPL キーステータステーブル 1 

E6DCH-E7H 

KEYVLD 

キー入力 押してい る 所 =1 キーステータステーブル 2 

E6E8H 

CASACT 

カセット使用中フラグ （ WRITE … FFH, READ …1 ) 

E6E9H, EAH 

LPDTCT 

COPY 文ドット対応グラフィック出力値カウンタ 

E6EBH 

LPTBSV 

LPT OPEN フラグ （ FFH でオープン） 

E6ECH 

COMSIZ 

COM 1 の W I DTH 

E6EDH 

RSCOMD 

RS-2 3 2 C 使用中フラグ （ 8 2 51 用コマンド〉 

E6EEH 

TRPNUM 

〇 N 割り込みの全部の個数 

E6EFH, FOH 

TRPTBA 

〇 N 割り込みテーブルアドレス 

E6F1H 

ONGSBF 

ON 割り込みフラグ（カウンタ） 

E6F2H- 

STRTAB 

ファンクシヨンキーデータ （ 16 バイト x 15 組） 

E7E1H 


通常用 10 組，ターミナルモード用 5 組 




E 7 E 2 H - E 4 H MONUPD LINE 文 サブルーチンジャンプテーブル 1 
E 7 B 5 H - E 7 H MAXLPD LINE 文 サブルーチンジャンプテーブル 2 
E 7 E 8 H , E 9 H MAXMEM CLEAR できる上限 （ E 5 FFH ) 

E 7 EAH - INTO 割り込み処理ルーチン 

E 825 H E 7 EAH … RS 232 C エントリ E 808 H … VRTC エントリ 

E 80 EH … CROCK エントリ B 814 H … USER エントリ 

E 81 AH … DISK 1 エントリ E 820 H … D 1 SK 2 K エントリ 
E 826 H -4 FH M 0 N モニタルーチン 

E 850 H NAMCNT 変数名3文字目以降の長さ 
E 851 H -76 H NAMBUF 変数名バッファ （ 3文字目以降） 

E 877 H , 78 H NAMTMP 配列変数テキストポインタ退避 
E 879 H 未使用 （ ‘；’が入っている） 

E 87 AH - KBUF 中間言語バッファ（最後の数バイトは使用されない） 

B 9 B 7 H 

E 9 B 8 H 未使用 

E 9 B 9 H - BUF 行入カバッファ （ 2 5 6バイト） 

EABAH 

EABBH CH A I N 用 Wo r k 

EABCH DIMFLG 変数認識ルーチンで D 1 M 文から呼ばれた事を示す 

EABDH VALTYP FAC のタイプ （0, 2, 4, 8) 

EABEH D 0 RES 中間言語<―►リストルーチン， DAT A 文，“”の中等を示す 

EABFH DONUM 中間言語—リスト，数字—行番号フラグ 

EAC 0 H . C 1 H CONTXT RST 10 H テキストポインタ 

BAC 2 H CONSAV RST 10 H 読んだ文字 

EAC 3 H CONTYP RST 10 H FAC のタイプ （0, 2, 4, 8) 

EAC 4 H-CBH C 0 NL 0 RST 10 H FAC の値 

EACCH , CDH MEMSIZ 文字列エリャの始まり 

EACEH , EFH TEMPPT ストリングスタックポインタ 

EADOH , EDH TEMPST ストリングスタック （ 3バイト x 1〇組） 

EAEEH-FOH DSCTMP ストリングディスクリプタ 
EAF 1 H , F 2 H FRET 0 P フリ ー エリヤの終わり 
BAF 3 H , F 4 H TEMP 3 式処理ルーチン用 W 〇 r k 

EAF 5 H , F 6 H TEMP 8 ガベージコレクション用 W 〇 r k 
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BAF 7 H , F 8 H 

ENDFOR 

FOR 文テキストポインタ退避 

EAF 9 H , FAH 

DATLIN 

DATA 文エラー行番号 

EAFBH 

SUBFLG 

認識変数のタイプ （ 〇…通常，64… FOR 文中，80…配列） 

EAFCH 

USFLG 

READ/ I NPUT フラグ， USING ルーチンフラグ 

EAFDH , FEH 

TEMP 

変数アドレス用 W 〇 r k 

BAFFH 

PTRFLG 

行番号—行アドレスフラグ （ 〇行番号， 0 DH アドレスに変換） 

EBOOH 

AUTFLG 

AUTO モードフラグ 

EBOIH , 02 H 

AUTLIN 

A U T 〇モードで次に発生させる行番号 

EB 03 H , 04 H 

AUTINC 

AUTO モード増分 

EB 05 H , 06 H 

SAVTXT 

1文実行前の（ステートメント）アドレス 

EB 07 H , 08 H 

SAVSTK 

1文実行前のスタッフ 

EB 09 H , OAH 

ERRLIN 

ERL の値 

EBOBH , OCH 

ERRTXT 

エラーを起こしたアドレス 

EBODH , OEH 

ONELIN 

ON ERROR GOTO の飛び先アドレス 

EBFOH 

ONEFLG 

エラートラップルーチン中フラグ （FFH =トラップルーチン） 

EB 10 H ,11 H 

TEMP 2 

Work 

EB 12 H ,13 H 

OLDLIN 

実行停止時 （ END , STOP ) の時の行番号 

EB 14 H ,15 H 

OLDTXT 

CONT 実行再開アドレス （ 0で CONT 不可能） 

EB 16 H ,17 H 

LBLTAB 

ラベル領域開始アドレス 

EB 18 H ,19 H 

TXT 隱 

テキストエンド+1 

BB 1 AH 

LBLFLG 

ラベル登録済みフラグ 

EB 1 BH ,1 CH 

VARTAB 

単純変数領域開始アドレス 

EB 1 DH ,1 EH 

ARYTAB 

配列変数領域開始アドレス 

EB 1 FH , 20 H 

STREND 

フリーエリヤの始まり 

EB 21 H , 22 H 

DATPTR 

READ 文データポインタ 

EB 23 H -3 CH 

DEFTBL 

変数の暗黙型 （2 6バイト） 

EB 3 DH , 3 EH 

PRMSTK 

FN 引数スタックポインタ 

EB 3 FH , 40 H 

PRMLEN 

FN 引数テーブル1の長さ 

EB 41 H - A 4 H 

PARM 1 

FN 引数テーブル1 

EBA 5 H , A 6 H 

PRMRV 

PRMSTK ( EB 3 DH ) を指す 

EBA 7 H , A 8 H 

PRMLN 2 

FN 引数テーブル2の長さ 

EBA 9 H - 

PARM 2 

FN 引数テーブル2 

ECOCH 
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ECODH PRMFLG FN 引数テーブル 1 サーチ中フラグ 

ECDEH , OFH ARYTA 2 単純変数 / F N 引数サーチ終わりアドレス+1 
EC 10 H NOFUN FN テーブルサーチフラグ （ FN 中フラグ） 

EC 11 H TEMP 9 Work 

EC 12 H ガベージコレクション用 W 〇 r k 

EC 13 H ,14 H FUNACT FN ネスティングフラグ 

EC 15 H INPPAS I NPUT 文でデータの数を数えるために空読みするフラグ 

BC 16 H ,17 H NXTTXT NEX T 文アドレス 

EC 18 H NXTFLG NEXT 文フラグ（〇 : F 〇 R 文から来た事を示す） 

EC 19 H -1 CH FLALSV FOR 文初期値 

EC 1 DH ,1 EH NXTLIN NEX T 文行番号 

EC 1 FH OPTVAL OPTION BASE 文の値 （0,1) 

EC 20 H OPTFLG OPTION BASE 文実行済フラグ 

(0 …未実行， lor 2…実行済） 

EC 21 H TEMPA 中間言語一> リストのスペースコントロール/ CAL L 文 Work 

EC 22 H I NPUT 文での‘？，を入力するかどうかのフラグ 

CALL 文 W 〇 r k 

BC 23 H , 24 H SAVFRE C H A I N 文 FRETOP の退避 

BC 25 H , 26 H 未使用 

EC 27 H TPROFL SAVE 暗号化フラグ 

EC 28 H TPROFI LOAD 平文化フラグ 

EC 29 H PR 0 FLG プログラムプロテクトフラグ 

( 0以外の時 LIST , LL 1 ST , POKE , M 0 N が実行不可能） 
EC 2 AH MRGFLG CHAIN 文 MERGE フラグ 

EC 2 BH HDFLG CHAIN 文 DELETE フラグ 

EC 2 CH , 2 DH CMEFLG CHAIN 文 DELETE アドレス END 

EC 2 EH , 2 FH CMSPTR CHAIN 文 DELETE アドレス TOP 

EC 30 H CHNFLG CHAIN 文フラグ 

BC 31 H , 32 H CHNLIN C H A I N 文実行行番号 

BC 33 H -34 H SWPTMP SWAP.FRG (Flowtingpoint Register ) 

BC 3 BH TRCFLG TR ON フラグ（〇で TROFF , AFH で TRON ) 

EC 3 CH FAC の無効桁 

EC 44 H FAC FAC ( 浮動小数点アキュムレータ） 


EC 45 H 


FAC 濱算用フォーマットでの符号 

BC 46 H 

FLGOVC 

〇 V ,/〇エラーフラグ（演算） 

EC 47 H 

OCVSTR 

〇 V フラグ （ 文字列 一 > 数値） 

EC 48 H 

FANSII 

絶対値<1の時非指数形式にするフラグ 

EC 49 H 


サブ F A C ( 倍精度用）の無効桁 

EC 51 H 

ARG 

サブ FAC (倍精度用） 

EC 52 H -69 H 

FBUFFR 

数値を文字列にする時のバッファ 

EC 6 AH -6 CH 


未使用 

EC 6 DH -74 H 


倍精度除算用 Work 

EC 75 H -79 H 


倍精度乗算用 Work 

EC 7 AH -7 CH 


単精度除算用 Work 

EC 7 DH 

MAXDRV 

接続されているドライブ数 

EC 7 EH 

MAXFIL 

オープンできるファイル数 

EC 7 FH , 80 H 

FILTAB 

ファイルバツファアドレステーブルのアドレス 

EC 81 H , 82 H 

DRVPTR 

ドライブポインタのアドレス 

EC 83 H , 84 H 

NULBUF 

ヌルノズツファアドレス 

EC 84 H 

CURDRV 

カレントドライブ番号 

EC 86 H , 87 H 

DRVPTR 

カレント ドライブテーブルのアドレス 

EC 88 H , 89 H 

FILPTR 

カレントファイ ルバッ ファのアドレス 

EC 8 AH , 8 BH 

FREPLC 

ディレクトリサーチ時のファイル名ポインタ 

EC 8 CH 

LSTFRE 

FREPLC のセクタ中のファイル名番号 

EC 8 DH 


FREPLC のセクタ番号 

EC 8 EH 

FILMOD 

ファイルモード/ LOAD , R のフラグ 

EC 8 FH -97 H 

FILNAM 

ファイル名1 

EC 98 H - A 0 H 

FILNM 2 

ファイル名2 

ECA 1 H 

LSTTRK 

DSKO $, DSK I $,トラック番号 

ECA 2 H 

LSTSCT 

DSKO $, DSK I $,セクタ番号 

BCA 3 H 

NLONLY 

bit 7 :全てのファイルをクローズしない 

bitO :ヌルバ'ッファはクローズしない 

ECA 4 H 

SAVFLG 

S A V E フラグ 

ECA 5 H 

MAXTRK 

最大トラック番号（片面あたりのトラック数 一 1 )( DSKF 用） 

ECA 6 H 

NUMSEC 

1トラックあたりのセクタ数 （ DSKF 用） 

ECA 7 H 

TWOSUR 

片面= 0 ,両面=1 ( DSKF 用） 
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ECA8H CLSTRK1 トラックあたりのクラスタ 数 （ DSKF 用 ) 

ECA9H NUMCLS ボリュームあたりのクラスタ数 （ DSKF 用） 

ECAAH DIPTRK ディレクトリトラック番号 （ DSKF 用 ) 

ECABH CLSIZ 1 トラックあたりのセクタ数 （ DSKF 用） 

ECACH FATONE FAT の開始セクタ番号 （ DSKF 用） 

ECADH FATLST FAT の終了セクタ番号 （ DSKF 用） 

ECAEH FATNUM FAT の 数 （DSKF 用） 

ECAFH DSKINF ディスク属性の入 っ ているセクタ番号 （ DSKF 用） 

ECBOH MODCNT 未使用 

ECB1H, B2H SAVBND BSAVE END アドレス 
BCB3H 未使用 


ECB4H ERRCNT DISK R/W エラー回数 （ DISK-BASIC では使われない） 

ECB5H ERRCNI DISK R/W エラー回数 （ 4 回になると DISK I/O エラー） 

ECB6H RAWFLG リードアフター ライトフラグ 

ECB7H SAVBBC E B C D I C コードフラグ 

ECB8H EBCFLG 退避 

ECB9H, BAH 未使用 

BCBBH- フックアドレス テーブル 

EEODH 

EEOEH-70H I / 0 処理ルーチンジャンプテーブル 

EB71H-CAH D I S K 命令ジャンプテーブル 

EECBH- TRPTBL 0 N 割り込みジャンプテーブル 

EF09H 

EFOAH RATEMP R 〇 M 5 をコールした時の A c c , リターンした時の Ac c 

EFOBH, OCH RMTEMP R 0 M 5 をコールした時の H L 

EFODH KANFLG COP Y 4 , 5 のフラグ （C 0 P Y 4 … 2 , C 0 P Y 5 … 3 ) 

EFOEH S. INTM ポート E 6 H に出力したデータ（インタラプトマスク） 

EFOFH FDIOFG DMA FD 使用中フラグボート F4H, F8H への出カデータ 

EF10H DSKINT F D イニシャライズ中フラグ 

EF11H FD5PSN DMA F D イニシャライズ中〇になる 

BF12H,13H SPMTRL 論理転送アドレス 

EF14H DSKTM0 ミニフロッピータイムアウトまでの時間 

EF15H FSTTNS PC- 8 0 31 一 2 W 高速転送フラグ 



EF16H 

EF17H 

EF18H 

EF19H 

EF1AH 

EF1BH 

EF1CH,1DH 

EF1EH-20H 

BF21H 

EF22H 

EF23H 

BF24H 

EF25H 

EF26H 

BF27H 

EF28H 

EF29H 

EF2AH 

EF2BH 

EF2CH 

BF2DH-34H 

EF35H-3CH 

EF3DH 

EF3EH 

EF3FH 

EF40H 

BF41H-48H 

EF49H 

EF4AH 

EF4BH, 4CH 


CMDFL 

DMA FD 転送 ルーチン 中は FFH 

PMTRC 

DMA FDR/W スイッチ （WRITE -2, READ = 3, INIT = 0 ) 

PMTRD 

DMA FD ドライブ番号，サーフヱス番号 


(bit 2 : S, bit 1 ，〇 : D) 

PMTRT 

DMA FD トラック番号 

PMTRS 

DMA FD セクタ番号 

PMTSC 

DMA FD セクタ数 

PMTRL 

DMA FD 物理転送 アドレス 

TMRL 

DMA FD タイマ 

DMARW 

DM AC への コマンド （READ = 40H，WRITE =80H ) 

FCDRW 

FDC への コマンド （ READ = 46H, WRITE =45H ) 

RWERC 

DMA FD ェラー番号 （ READ = 87H, WRITE =86H ) 


DMA FD リトライ減算カウンタ 


未使用 

STO 

ステータス 0 FDC Result phase で読んだ値 

ST1 

ステータス 1 " 

ST2 

ステータス 2 " 

CCC 

シ リン ダ 番号 " 

HH 

ヘッド（サーフェス）番号 " 

RR 

セクタ番号 " 

NN 

セクタ内データ長 " 

FDMFL 

DMA 5 インチ FD ドライブステータステーブル （ 1 ) 

FDFFL 

DMA 8 インチ FD ドライブステータステーブル （ 2 ) 

ERRFL 

DMA FD ェラー番号 

WAITF 

インタラプトウェイトフラグ 

TM 

割り込み レベル 退避 

TM1 

FDC I NT ステータス （ STO) 

MRGPO 

マー ジンデータテーブルポインタ （ 2 バイト X4 組） 

RUNBNF 

BLOAD の R フラグ （ 00H または 52H ) 

NUMSC2 

R/W セクタ数 

FDDFL 

(EF4BH-EF5CH は DM A FD 用の定数） 


ドライブステータステーブルアドレス （ 5’EF2DH 8’EF35H) 

MGPRT 

マージンコントロールポートアドレス （ 5’F9H 8 ， F5H) 


EF4DH 


MGPRT 



EF4DH 

IFPCK 

インタファイスボードチェックポートアドレス 



(bit0 = 0 あり） 

( 5, F8H 

8’ F4H) 

EF4FH 

FMOTOR 

モータ ー コントロー ルポートアドレス 

， 




(PRECOMPENSATION の為） 

(5 ， F8H 

8’ F4H) 

EF50H 

MXTRK 

片面あたりのトラック数 

(5,27H 

8, 46H) 

EF51H 

MDLTRK 

真中のトラック番号（このトラック以上では 




PRECOMPENSATION を使う） 

(5 ， 14H 

8, 26H) 

EF52H 

MXSCT 

1 トラックあたりのセクタ数 

(5 ， 10H 

8, 1AH) 

EF53H 

GAP3 

GAP 3 の 長さ（未使用） 

(5,33H 

8, 36H) 

EF54H 

FDCSB 

FDC ステータスポートアドレス 

( 5, FAH 

8, F6H) 

EF55H 

FDCDB 

FDC データポートアドレス 

( 5, FBH 

8, F7H) 

EF56H 

FDRDY 

FD レディデータ （ 5 インチ =1001 インチコ 

20H ) 



F3H に OUT する 

(5 ， 10H 

8, 20H) 

EF57H 

STPRT 

Step rate time 

( 5, 3AH 

8, BAH) 

EF58H 

HDLD 

Head load time 

(5 ， 18H 

8, 42H) 

EF59H 

DMAMD 

D M A C モードデータ 

( 5, A5H 

8* A6H) 

EF5AH 

DMACH 

DMAC チャンネルアドレス 

( 5, 60H 

8, 62H) 

EF5BH 

DMA 10 

DMAC ベースアドレス 

( 5, 60H 

8, 60H) 

EF5CH 

IFEN 

インターフェイスイネーブルデータ 

F3 H に〇 UT する 




(5’01H 

8, 02H) 

EF5DH 

CURTYP 

カレントドライブタイプ （ 0 = 8inchiDMA, 1= 

5 inchi DMA, 




2 = 

SS, 3 = DS) 

EF5EH 


未使用 



EF5FH 

DRVNUM 

各ディスクタイプごとのドライブ番号 



EF60H 

MAXFLP 

DM A 8 インチのドライブ数 



EF61H 

MAXMIN 

DM A 5 インチのドライブ数 



EF62H 

MAX I NT 

SS • DS のドライブ数 



EF63H 

SGNBYT 

SS*DS フラグ （SS = 0, DS = 

8 0 H) 


EF64H-6FH 

DRVTB し 

ドライブタイプ対応表（ドライブ番号 — ドライブタイプ） 



(0-8 inchi DMA, l = 5inchiDMA, 2 = SS,3 = DS) 

EF70H 


未使用 



EF71H 

TRMXON 

TERM センドイネーブル 



EF72H 

TRMHLF 

TERM HALF/FULL 






EF73H, 74H TRMTXT TERM テキストポインタ退避 


EF75H 


EF7EH 

EF7FH 

EF80H 

EF81H 

EF82H 


EF85H 

EF86H 

EF87H 

EF88H 

EF89H 


EF8CH 

EF8DH 

EF8EH 

EF8FH 

EF90H 


EF99H 


EFB3H 

BFB4H 


EFB9H 


LITFLG TERM リテラルフラグ （f .6) 


EF76H, 77H TRETP TERM ポインタ 

EF78H, 79H TPMEM TERM ポインタ 

EF7AH, 7BH BTMEM TERM ポインタ 

EF7CH, 7DH BOTPTR TERM ポインタ 


ROLFLG TERM ROLL バッファがあるかないかを示す 
S.D1P PORT 3 0 H ( I N ) の CPL ( ディップスイッチ 1 ) 


PENX 

PENY 


PORT 31H ( I N) の CPL ( ディップスイッチ 2) 
ライトペン X 座標 
ライトペン Y 座標 


EF83H, 84H FSTP0S 1 入力最後の X, Y 


LSTP0S 1 入力最後の X 


CSRY 

CSRX 


カーソル 位置 Y( 1 
カーソル 位置 X ( 1 




LINCNT 画面縦 
LINWDT 画面横 


EF8AH, 8BH ATRBUF アトリビュートアドレス 


ATRNEW セットするアトリ 


ートコード 


ATRC0L アトリ 


一 卜桁 


ATRCNT アトリビュート桁カウンタ 
LSTCHR CRT に表示した文字 

CNSDF2 ファンクションキー表示開始番号 （ 5 のときシフト） 


EF91H-98H GRPDOT COPY G V R A M コピー用 バッファ 


CRT のリンク情報 （ 0 の時前行とリンクしている） 


EF9AH-B2H LINTAB テキスト画面行継続コード （ 0 : つながっている， 0AH 


J ) 


未使用 

F. EDIT エディツトモードフラグ （ 1 のときエディットモード） 


EFB5H, B6H SCDTMP 行サーチテンポラリアドレス 

EFB7H, B8H SCDADR 行サーチ，サーチした行の 1 つ前のアドレス 


F.PINL 〇 1 ニエディ ット， FFH= 1 行入力 ，0 〇 = ノーマル 


EFBAH, BBH HLPTXA エラー位置を決めるため， A0DH からの読み込みルーチンで 

HL の位置を SAVE しておく 
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EFBCH, BDH 

HLPERA 

エラー位置 （H E L P でカーソルが移動する所） 

BFBEH, BFH 

HLPERL 

エラーのあった所の行番号 

EFCOH, C1H 

HLPBFA 

中間コード ー> リスト形式にした時の HELPRA に対応する 



エラー位置 

EFC2H, C3H 

HLPCSR 

HLPBFA をプリントした時のエラー位置のカーソル座標 

EFC4H, C5H 

WAITCO 

(LINE) INPUT WAIT 文待ち時間 

EFC6H-C8H 

WAITC1 

(LINE) INPUT WAIT 用 DEC カウンタ 

EFC9H - CCH 

TIMRCO 

ON TIME $ 用 DEC カウンタ 

EFCDH-D8H 

QUBTAB 

キューテーブル （ 6 バイト *2 組） EFCDH-D2H は 



キー入カバッファ用 



EFCDH EFD3H “.Put オフセット 



CEH D4H ...Get オフセット 



CFH D5H “.Back Character 



DOH D6H … キューの長さ （ 2 A n - 1 ) 



D1H, D2H D7H, D8H •••キューァドレス 

EFD9H-F8H 

KIQADR 

キー入カバッファ 

EFF9H 

F. KSCN 

キースキャンフラグ （3 = 押していない， 



FFH = 押したまま ，2 = 新しくキーを押した） 

EFFAH 

NKEYBT 

新しく押されたキーのビットが 1 

EFFBH, FCH 

NKEYAD 

キーステータステーブル 2 (E6DCH-E6E7H ) 用ポインタ 

EFFDH 

KEYCOD 

キーのコード (bit2 〜〇 = Data line No.,bit6 〜3 = Port No. 

EFFEH 

ASCKEY 

入力したキーの A SC I I コード 

EFFFH 

SHFBIT 

キー入カシフトポートデータ 

FOOOH 

OLDDHP 

前回シフトポートデータ 

FOOIH 

CAPLOK 

CAPS LOCK フラグ （ 0 でオフ， 80H でオン） 

F002H 

SHFVAL 

シフト番号 （0 : ノーマル， 1= SHIFT, 2 = CTRL, 



3 = カナ ，4 =カナ SHIFT, 5 =GRPH) 

F003H, 04H 

KEYSTR 

ファンクションキーアドレス 

F005H 

CASATR 

カセットファイル属性 

F006H 

CASFL2 

カセット TP エラ ー disable フラグ（ヘッダサーチ中） 

F007H 

CASFL3 

カセット STOP キーで NEW しないフラグ（ロード中は 0 ) 

F008H 

CASBAK 

カセット Back Character 

F009H 

CASSPD 

カセットボーレート （FBH = 1200 ボー ， FAH =600 ボー） 



FOOAH 

FOOBH 

FOOCH 


F.CVFY カセッ 


ベリファイフラグ 


F013H 

F014H 

F015H 

F016H 

F017H 

F018H 

F019H 


F01EH 

F01FH 

F020H 


F035H 

F036H 

F037H 

F038H 


COMXOF TERM X パラメータ有効フラグ & ステータス （ 
PFKYNM ファンクションキー番号 


Q ) 


F00DH-12H TIMEB 時計用バッファ （ BCD) 秒，分，時，日，月，年の順 


ONOFFF Pu t ® 文条件または 0NVAL,0FFVAL があるかどうかのフラグ 

ONVAL Put® 文フォアグランドカラーパレット番号 

OFFVAL Put ® 文バックグランドカラーパレット番号 

ONMSK Put ® 文ドットセットフラグ 

OFFMSK P u t ® 文ドットリセットフラグ 

ONVADP Put ® 文セット用ビットパターン 

OFVADP Put ® 文リセット用ビットパターン 


F01AH,1BH GXP0S スクリーン座標 X 
F01CH,1DH GVP0S スクリーン座標 Y 


F0RCLR フォアグランドカラーパレット番号 
BAKCLR バックグランドカラーパレット番号 
BRDCLR ボーダーカラーカラーコード 


F021H, 22H MAXDEL GET @ 文パターンの横のドット数 LINE 文横のドット数 
F023H, 24H MINDEL GET ® 文パターンの縦のドット数 LINE 文縦のドット数 
F025H, 26H LINSTL LINE 文ラインスタイル 
F027H, 28H GRPACX LP (Last referenced Point ) のスクリーン座標 X 

F029H, 2AH GRPACV LP (Last referenced Point ) のスクリーン座標 Y 


F02BH, 2CH VXKEFT ビューポート左上 X 

F02DH, 2EH VXRGHT ビューポート右下 X 

F02FH, 30H VYLEFT ビューポート左上 X 

F031H, 32H VYRGHT ビューポート右下 X 

F033H, 34H CADDR READ/WRIT E する G V R A M のメ モリアドレス 


CMASK 


(CADDR ) に書き込むデータパターン 


CURAM1G VR AM 1 のマスクパターン 
CURAT2 G VRAM 2 のマスクパターン 
CURAT3 G VR AM 3 のマスクパターン 


F039H, 3AH MAXY 


1 つの G VRAM あたりの縦のドット数 （200 or 400) 


F03BH, 3CH ARYADR GET® ， PUT ® 文配列データポインタ 


F03DH 


BYTCNT GET@,PUT@ 文 Work 
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F03EH 

FINCNT 

GET®, PUT @ 文 Work 

F03FH 

INTCNT 

GET®,PUT ® 文 Work 

F040H 

INIMSK 

GET®,PUT ® 文 Work 

F041H 

FINMSK 

GET®,PUT ® 文 Work 

F042H, 43H 

PUTACT 

PUT® 文サブルーチンアドレス（条件によって変わる） 

F044H 

ATRBYT 

PA I NT 文領域色パレット番号， LINE の色パレット番号 

F045H 

BRDATR 

PAINT 文境界色パレット番号 

F046H 

BRDAT1 

BDATR の b i t 〇 ON/OFF 

F047H 

BRDAT2 

BDATR の bit1ON/OFF 

F048H 

BRDAT3 

BDATR の b i t 2 ON/OFF 

F049H 

PNTFLG 

PL A I 蚊 Work 

F04AH 


未使用 

F04BH 

BNKPRT 

アクティブページ （ COPY 文などの Wo r k) 

F04CH, 4DH 

CASVEA 

ペアレジスタ 退避用 

F04EH 

CCAVEM 

レジスタ 退避用 

F04FH, 50H 

TILBGN 

PAINT 文タイルストリングの先頭のアドレス 

F051H 

TILBFG 

P A I N T 文タイルペイント W 〇 r k 

F052H, 53H 

TILEND 

PA I NT 文タイルストリングの終わりのアドレス +1 

F054H, 55H 

SLCBGN 

PA I NT 文バックグラウンドストリングの先頭のアドレス 

F056H 

TILFLG 

PA I NT 文タイルペイントを行うかどうかのフラグ 

F057H 

TILLEN 

( タイトルストリングの長さ） ¥M- 1 



(M : カラーモード …3, B/W モード …1 ) 

F058H 

TILNDX 

PAINT 文タイルストリングカウンタ 

F059H-5BH 

TILBAK 

バックグラウンドストリングデータ （ 8 ドット分） 

F05CH-61H 


未使用 

F062H, 63H 

PFRESZ 

PA I NT 文で使えるフリーエリアの大きさ 

F064H, 65H 

PSNLEN 

PA I NT 文サーチポイント.キューの長さ 

F066H, 67H 

QUEINP 

PA I NT 文サーチポイント • キューの終わり 

F068H, 69H 

QUEOUT 

PA I NT 文サーチポイント.キューの先頭 

F06AH 

PDIREC 

PA I NT 文サーチ方向 

F06BH, 6CH 

MOVCNT 

PAINTS Work 

F06DH, 6BH 

SKPCNT 

PA I NT 文 W 〇 r k • 

F06FH 

LFPROG 

PA I NT 文 Work 


F070H 
F071H 
F072H, 73H 


RTPROG PAINT 文 Work 

PUTFLG GET@, P U T ® のフラグ （G E T @…0, P U T @".80H ) 
ASPECT CIRCLE 文 


F074H, 75H 

F076H, 77H 

F078H, 79H 

F07AH 

F07BH 

F07CH, 7DH 

F07EH, 7FH 

FO80H, 81H 

F082H, 83H 

F084H 

F085H, 86H 

F087H 

F088H 

F089H 

F08AH 

F08BH 

F08CH 

F08DN, 8EH 

F08FH 

F090H, 91H 

F092H, 93H 

F094H-97H 

F098H-9BH 

F09CH-9FH 

F0A0H-A3H 

F0A4H-A7H 

F0A8H-ABH 

FOACH-AFH 

F0B0H-B3H 



( だ円率 ) *256 (比率 =1 …256, = 0.5 or 2 …12 8 ) 

CSTCNT 

C I RCLE 文開始角度，終了角度のうち小さい方の値 

CENCNT 

CIRCLE 文開始角度，終了角度のうち大きい方の値 

CRCSUM 

CIRCLE 文 Work 

CPLOTF 

開始角度，終了角度の大小を示すフラグ 

CLINEF 

円弧を書く かどうかのフラグ （ X 0 〇 〇 〇 〇 Ox) 

CNPNTS 

CIRCLE 文半径 xs i n (tt/4 ) の値 

CPCNT8 

C I RCLE 文 Work 

CXOFF 

CIRCLE 文 Work 

CYOFF 

CIRCLE 文 Work 

CSCLXY 

ClRCLE 文比率 1 以上かどうかのフラグ 

CPCNT 

CIRCLE 文 Work 

SGNMOD 

スクリーンモード （ 0,1,2) 

SCNFLS 

画面スイッチ （ 0 ,1, 2 , 3 ) 

ACTPGE 

READ/WR I TE ページセレクトポート 

PGBCNT 

ページ数（カラーモード 3, 8/ 西モード 1) 

SCNPGE 

アクティブページセレクトポート（カラーモードでは 5 CH) 

DISPGE 

ディスプレイページ （ 0 〜 7) 

VYMAX 

縦のドット数 （ 6 4 0 X 4 0 0—400, 6 4 0 x 2 0 0— 200 ) 

VIWDFG 

ウィンドウフラグ W I NDOW 文が実行されると 1 になる 

VXDIFF 

ビューポート S x2 - S x 1 

VYDIFF 

ビューポート Sy2 -S y 1 

WXDIFF 

ウィンドウ Wx2 - W x 1 

WYDIFF 

ウィンドウ Wy2 - Wy 1 

FRX 

VXDIFF/WXDIFF 

FRY 

VYDIFF/WYDIFF 

GRPAXF 

LP のワールド座標 X 

GRPAYF 

LP のワールド座標 Y 

FTEMP 

グラフィック処理用ワーク 

WXLBFT 

ウィンドウ左上 X 
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F0B4H-B7H 

WXRGHT 

F0B8H-BBH 

WYLEFT 

F0BCH-BFH 

WYRGHT 

F0C0H, C1H 

TPADR 

F0C2H 

T0PPGE 

F0C3H, C4H 

B0TADR 

F0C5H 

B0TPGB 

F0C6H, C7H 

LFMKAD 

F0C8H, C9H 

RHMKAD 

F0CAH 

VI EWLM 

F0CBH 

VIEWRM 

FOCCH, CDH 

LFTADR 

FOCEH, CFH 

RHTADR 

F0D0H-D2H 

SWTBAS 

F0D3H- 

CASQUE 

F152H 


F153H 

INSISO 

F154H 

0TSIS0 

F155H 


F16CH 


F175H 


F184H 


F187H 


F18AH 


F1B5H 


F1BCH 


F1C2H 


F1C8H 


F1CEH 


F1CFH 


F1D0H 


F1D1H, D2H 



ウィンドウ右上 X 
ウィンドウ左上 Y 
ウィンドウ右下 Y 


ビューポ 


(Sxl,Syl) の G VRAM メモリアドレス + 80 


ビューポート （ Sxl ， Syl ) の G VRAM セレクトボート 
ビューポート （ Sxl ， Sy 2 ) の G VRAM メモリアドレス 
ビューポート （ Sxl , Sy 2 ) の G VRAM セレクトボート 

ビューポート （ Sxl，0 ) の メモリアドレス 
ビューポート （ Sx2,0 ) の メモリアドレス 
ビューポート左端の対応ビット 
ビュ ー ポート右端の対応ビット 

PAINT 文サーチするドットラインの左端のメモリアドレス 
PAINT 文サーチするドットラインの右端のメモリアドレス 

NEW ON 1 で N-BASI C への切り換えに使う 

カセット入カバッファ 


RS-232C S1/S0 フラグ（入力） 

RS-232C S1/S0 フラグ（出力） 

(F155H-CDH は R A M 上に置かれて (/ 、るモニタサブルーチン） 
モニタからメイン ROM 内をコールするためのサブルーチン 
モニタから N-BASIC R 〇 M をセレクトするサブルーチン 
モニタからメイン ROM をセレクトするサブルーチン 
モニタ用ブロック転送 （ LDIR ) サブルーチン 
モニタ用ブロック転送 （ LDDR ) サブルーチン 
レジスタ H L で示すメモリのデータを A r e g にロードする 
メイン R 0 M をセレクトしてメモリに書き込むルーチン 
モニタ用 エラー トラップルーチン 


G 


ンドでメイン ROM をセレクトしてジャンプするルーチン 


モニタ 内 ブレークポインタ （FFH ) トラップ ルーチン 

モニタ R AD I X フラグ （ 48H …16 進数 , 51H …8 進数） 


モニタブレーク ポイントフラグ bitO, 
モニタブレーク ボイ ント フラグ 1 のデータ 
モニタブレーク ポイントフラグ 1 のア ドレス 


0 の時なし 
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F 1 D 3 H 


モニタブレークポイントフラグ2のデータ 


F1D4H, D5H 
F1D6H, D7H 
F1D8H, D9H 
F1DAH, DBH 
F1DCH, DDH 
F1DEH 
F1DFH 
F1E0H 
F1E1H 


F1E2H-B7H 

F1E8H-EDH 

F1EEH 

F1BFH 

F1F0H 

F1F1H 

P1F2H, F3H 

F1F4H 

F1F5H, F6H 

F1F7H, F8H 

F1F9H 


F1FAH, FCH 
F1FDH- 
F216H 
F217H-1DH 
F21EH-FFH 
F300H-1FH 


モニタブレークポイントフラグ2のアドレス 

モニタ D コマンドのアドレス 

モニタ S,E コマンドのアドレス 

モニタ L コマンドのアドレス 

モニタ A コマンドのアドレス 

モニタ 前に実行した アドレス 

モニタ E コマンド フラグ（プリ ンタへの 出力をさせない） 
モニタ 1 バイト数値入カフラグ 
モニタ ROM セレクト 

( 0 •••メイ ン ROM, 1… N-BASIC ROM, 3… 4th ROM ) 

モニタファイル名1 
モニタファイル名2 

未使用 

モニタ READ/VERI FY フラグ 
未使用 

モニタ 2 バイト 数値入カ フラグ 

モニタオフセツトアドレス 

モニタプリンタスイッチ （ 〇 … 使用不可， FFH … 使用可） 
モニタ HL 退避 
モニタ SP 退避 

モニタテキストウィンドウオフセツトアドレスレジスタ退避 

(70H への出力） 

モニタ HOOK(EDC9H 〜）退避 

モニタ X コマンド用レジスタ退避 

SP, PC, I, IY, IX, HI ； ， DE ， ， BC ， ， AP ， ， HL, DE ， BC, AF の順 


モニタ 数値変換 バッフ 

未使用 

インタラブトべクトル 


16 進 -> 8 進 


CMT & 
VRTC 

リアルタイム 

ユーザー 


S I 〇インタラプト 


B7EAH 

E808H 

E80EH 

B814H 



F320H - C7H 
F3C8H- 
FFF7H 
FPF8H - FPH 


FDD 1 E81AH 

FDD 2 〃 E820H 

F310H 〜 1FH は 8 レベル 未使用 
未使用 

テキスト VRAM 


未使用 





m 


ポ 


I / O 名 


能 


0 0 
l 

OB 


ーホ • —ド 


K 


K 


K 


K 


K 


BrnsaBBrara 

BBSHS MS S3 





KD3 


KD1 


s 


f 














ボ' ー ト 
了ドレス I/O 

HEX 




能 


ブリンタ 


出カ データ 


PD 7 

PD 6 

PD 5 

PD 4 

PD 3 

PD 2 

PD 1 

PD 0 


PD n 


r •リ ンタ 出カ データ 


カレンダ 


クロック 



CD 0 

C 2 

C 1 

C 0 


CO , Cl , C 2 
CDO 


# P D 19 9 0 AC へのコマンド出力 
必 PD 1990 AC へのデータ出力 


2 0 I/O USART 


テータ; K ート 


D 7 

D 6 

D 5 

D 4 

D 3 

D 2 

D 1 

D 0 


D0 〜 D7 


USART (^ PD 8 2 5 1 C ) データボー 


21 I/O 


USART (分 PD 8251 C ) コントロールボート 


0 


〇7 D « D5 D4 D3 D2 Di Do 

1 ir 「 rts 「 er 6 brk 1 rxe 1 dtr 1 txen 


送信イネ ー ブル 1:イ ネーブル 

〇 :ティスエイブル 

データ•ター ミ ナル•レディ”ハイレべル” 

が DTR 出力をゼロにします。 

受信イ ネーブル 1:イ ネーブル， 

〇: ディスエ イブ ル 
センド•ブレイク•キャラクタ 

1: TxD ->0, 0 :通常動作 

エラーリセット 1:すべての エラーフ 

ラグ （ PE , OE , E ) をリセット 

センド要求”ハイレベル”が RTS 
出力をゼロに します。 

内部リセット ”ハイ レベル”が 

8251 A をモード • インストラクショ 
ン • フイーマ •ッ トに戻します。 
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ボート 
アドレス I/O 

HEX 



能 


21 


モードインス 

トラク ション 

非同期 


〇 7 〇 5 D 4 〇 3 D 2 Dl Do 

SzISiIEpIpEnILzI Li | B 2 fBi 


■ H ■篇篇 _■ 



d 7 


DSN SYNDET 


バリティ••イネーブル 
1:イネーブル 
〇 :ディスエイブル 

偶数 バリ ティ発生/チ 
1:偶数〇:奇数 


ック 


ス 


ブビット数 


H 篇篇篇 ■ 


Do D5 D4 D3 D2 Di 


Do 




OE PE TxE RxRDY TxRDY 



外部入出力端子と同じ意味 


パリティエラー 

パリティ エラーが検出されると PE フラグがセ 
ットされます。 

これはコマンド•インストラクションの ER ビ 

ットでリセットされます。 PE は 8251 A の動 
作を禁止しません0 __ 


オーパラン•エラー 

0 E フラグは CP U があるキャラクタを次のキ 
ャ ラクタが準備し終わる前に読み出さないとき 

セットされます0これはコマンド•インストラ 
クシ ョ ンの ER ビットでリセットされます0 

0 E は8 251 A の動作を禁止しませんが，以前 
のオーバラン•キャラクタは消滅します。_ 


フレー ミング. エラー（了 シンクロナス •モー 

ドのみ） 

F E フラグは各々の終りで有効ストッブビット 
が検出されないときセットされます0 

これは コマンド • インストラクションの ER ビ 

ッ トでリセ ッ トされます。？£は8 2 51人の動 
作を禁止しません。 


•レディ 

ベルにあることを示します。 
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了 



I/O 





能 


3 0 


シスアムコ 
トロ ール 

ボ— 



4 0 


COLOR 


CDS 


MTON 


40 キャラクタモード 
0 : 40 キャラクタモード 

1: 80 キャラクタモード 


カラーモード 


0 :カラーモード 


1:白黒モード 

キャリアコントロール 

0 :スペースキヤ リア (1200 Hz ) 
1:マークキャリア （2400 Hz ) 


モータコントロール 


0 :モータ オフ 


BS 2 


BS 1 


:モータ オン 


USART チャンネルコン 


ル 


CMT 6 00 


baud 


CMT 1 200 baud 
RS 2 3 2 C 
RS 2 3 2 C 


3 0 


ー ド 

セレクト 


■■ 


SW 1 

SW 1 

SW 1 

SW 1 

SW 1 

SW 4 

S 5 

S 4 

S 3 

S 2 

S 1 

S 1 


ッチ入力 


:オン 


:オフ 
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グラフィック 


25 LINE 

HOOLOR 

G RP H 

RMODE 

MMODE 

200 LINE 


2 0 0 LINE 


専用解像 C RT にあ、けるグラフィックス 


モードのコントロール 


0 : 4 0 0 Li ue 


1:2 0 0 Liue 


MMODE 


HAM モードコントロール 


0 : ROM RAM モード 
1:6 4KRAM モード 


RMODE 


110 M モードコントロール 


0 : N 88-BAS 1 C モ 
1: N-BAS I C モー 


QRPH 


グラフ 


クディスブレイモード 


0 :グラフィック表示 Disable 

1: " Enable 


HCOLOR 


カラー グラフィックディスプレイモード 


0 :白黒 


:カラ 


25LINE 


専用高解像 CRT — L INE コン 


ノレ 


0:20 Line モード 
1:25 L i n e モード 


31 


モード 


セレクト 


— 

SW4 

SW3 

SW2 

SW2 

SW2 

1 

SW2 

SW2 

SW2 

S2 

S0 

S6 

S 5 

S 4 

S3 

S 2 

S 1 


ッチ入力 


オン 


オフ 


5 5 




















ボート 

アドレス 

HEX 


3 2 



I/O 


モード 指定 


機 


能 


7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

■ 

SINTM 

GVAM 

PMODE 

TMODE 

AVC2 

AVC1 

EROMSL 

1 

ER06L 

0 


EROMSL1 

0 

0 


EROMSLO 

0 :内部 EROM パンク〇 選択 

1 : " バンク 1// 




0 


// 



// 


パンク 9 // 

パンク 3 " 


AVC2 

0 

0 


AVC 1 
0 
1 


テレビ/ビデオモード 


1 

1 

TMODE 


0 

1 


: アナログ RGB モード 
:オプションモード 


高速 RAM イ ネーブル 
0 : 高速 RAM イ ネーブル 


1 : メイン RAM アクセス 


PMODE 


GVAM 


S INTM 


(ハイスピードモー ド時のみ有効） 

カラーモード 

0 : ディジタルモード 

1 : アナログモード 

グラフィックス V RAM アクセスモード 
0 :独立 アクセスモード 

1 :拡張アクセスモード 

P S G 割込み マスク 


0 : PSG 割込み Enable 
1 : PSG 割込み Disable 










ポート 
アドレス I/O 

HEX 




能 
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GVRAM 

制御 


ALU ALU ALU 
21 11 01 


ALU 

ALU 

ALU 

2 0 

10 

0 0 


ALU0 1 
ALU1 1 
ALU2 1 


ALU00 
ALU 10 
ALU 2 0 


グラフィックス ALU モード 


ビツ 


ビ 


セット 


セツ 


ビット反転 


ノ ーオべ レーン 


3 5 


GVRAM 

制御 



PLN0 : GVRAM0 の比較データ 


PLN1 


GVRAM 1 の比較データ 


PLN2 


GVRAM2 の比較データ 


GDM1 


GDM0 


グラフ 


クデータマルチ 


ブレクサ制御 
ALU の出力を同時ライ 
リー ドデータを 同時ライ 


GVRAM 1 


GVRAM0 


—— ► 


GVRAM0 

GVRAM1 


GAM 


GVRAM アクセスモ 


メイン HAM アクセス 
GVRAM アクセス 
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FBEEP J 0 P 1 


BEEP 


CCK 


t 


P STB 

CSTB 

CCK 

CLDS 

GHSM 

BEEP 

JOP 1 

FBEEP 


4 


3 




ブリンタ.ストローブ 
0 :ストローブオン 

1: 〃 ォフ 

カレンダクロックストローブ 
0 :ストローブオフ 

1:ストローブオン 

カレンダクロック用シフトクロック 
〇 :クロックオフ 
1:クロックオン 

CRT I/P 同期コントロ ー ル 
0 :同期ビットォフ 

1: " ォン 

グラフィックスハイスピードモード 
0 :グラフィックススタンダードモード 

1:グラフィックスハイスピードモード 

( スタンダードモード時のみ有効） 

ビー ブサウンドコント ロール 

0 : BEEP OFF 

1: BEEP ON 
汎用出カボート 
正論理出力 

サウンド出力 


ボート波形を音声出力する 











ボート 
了ドレス I/O 

HEX 


4 0 



BUSY 


プリンタ BUSY 


0 :ブリンタ READY 

1 :ブリンタ BUSY 


SHG 


ハイスキャン CRT モ 


DCD 


:ハイ レゾ C H T モード 

:標準 C RT モード 

RS - 2 3 2 C のデータキャリアディテクト 


キャリア オフ 
キャリア オン 


SW 2 

S 7 


DISK ブートモード 


CDI 


DISK よブートする 

DISK よブートしない 
カレンダクロ ック (// PD 1990 AC ) からの 


VRTC 


デ 


CRTC (分 PD 33 0 1 AC ) からの垂直帰線 


信号 

: ディスプレイサイクル 

:垂直帰線サイクル 


4 



I/O PSG 


4 5 


コントロール 



スライト 
タスリード 


I/O PSG 


データ リード/ ライ 


データポート 



5 9 















了 



I/O 



能 


5 0 I/O CRTC 


CRTC(APD 3 3 01 


コン 


ーノレホ 0 — 卜 



5 2 


、•ッククランド 


カラ 


( デジタル 

モード） 



パックグランドカラーの指定（デジタルモード時） 


5 3 


画面の重ね 
合せの制御 


G2DS 

G1DS 

GODS 

TEXT 

DS 


TEXTDS 


TEXT 画面の表示 


Enable 


Disabe 


GODS 


G-VRAMO の表示 


Enable 


I Disabe 


G1DS 


Q-VRAM1 の表示 


Enable 


Disable 


G2DS 


G-VRAM2 の表示 


Enable 


Di sabe 


5 4 


0 カラー パレ 


カラー パレット 〇〜カラー パレット 7 (デジタル モード 時） 


5B 


ットの制御 

( ディジタル 

モード） 


の制御 
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PB 


PR 


PG 


カラー パレットブル 


レツ ド 


グリーン 


カフ ーノくレ 


ットの制御 

(アナログ 

モード） 


バックグラ 



バックグランドカラ ーの指定 （アナログモード 時 ) 


ンド カラー 


(アナログ 

モード） 




BGR 2 BGR 1 BGRO BQB 2 BGB 1 BGBO 



BGQ 2 BGG 1 BGGO 






















I/O 


名 


機 


能 


gvram 


ステータス 


(独立アク 

セスモ~"ド） 


どの GV RAM が Read • Wri te 可能になっているかを表わす 

ポート 



GO 


G1 


G-VRAM0 


〇 : Disable 
1: Enable 

G-VRAM1 

〇 : Disable 


. Enable 


Q2 


G-VRAM 2 


0 


Disable 


• Enable 


0 


GVRAM へ 

いずれも デ 

ータには関係なく 

の Read • 

5CH 

GVRAM0 

Wr i t e 

5D 

1 

選択 

5 E 

2 

( 独立ァク 

5 F 

メイン HAM 

セスモード） 




を選択する 


I/O DMAC 


DMAC (必 PD8 2 5 7 C-5) コントロ ー ル/ステータスボー 











了 



I/O 


7 0 I/O 



能 



TEXT 


IN DOW 用オフセットアドレスの設定/ リー 


API 5 API 4 



13 



12 API 1 



10 AP 9 



AP 8 〜 AP 15 


オフセットアドレスの上位アドレス 


拡張 ROM Nss-BAS 1 C 拡張 ROM 制御 


制御 


EROM7 EROM6 EROM5 EROM4IEROM3 EROM2 EROMl IEROM 


IEROM , EROM 1 〜 EROM 7 

0 : Enable 


Disable 


N 88 -BASIC 拡張！ IOM のステ-タス 



-1- 

EROM7 

EROM6 

EROM5 

EROM4 


7 8 


オフセツ 


了ドレス 



IEROM , 

EROMl 〜 EROM 7 


〇 : 

Enable 


1: 

Disable 

TEXT 

WINDOW 

オフ セッ トアドレスを1つインクリメン 

卜する。 

•• 
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BO 〜 B 2 


インタラブトレベルの設定 


SGS 


カレントステータスレジスタのコン 

0 :インタラブ トレべ ルと 比較し割込み 

1:優先順位による割込み 


ル 


E 6 


割込み 

マスクフラグ 



RTMF 


T imer マスクフラグ 


0 :禁止 


VRMF 


許可 

VRTC マスクフラグ 


:禁止 
: 許可 


RXMF 


USART マスクフラグ 

禁止 


: 許可 


E 8 


0 漢字 ROM 漢字 ROM アドレス下位 8 b i t 指定 


E9 



漢字！ 10 M フオント下位 8 b i 


の読出し 


漢字！ 10 M アドレス 上位 8 b i t の 指定 


漢字！ 10 M フォント 上位 8 b i t の読出し 


EA 


0 


漢字 ROM 読出し開始 


EB 


0 


漢字 ROM 読出し終了 
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ボート 
アドレス I/O 

HEX 



FC 


P 10 


サブシステムハンドシェーク用 PlO (# PD 8255 AC —5) 


PROT A 人カポー 


FD 


PORT 


出カボート 


FE 


PORT C 


ンドシェーク用ポート 


FF 


コント ロー ノレホー 


6 5 




13. ダ 凡用 I /〇イ ンタフェース 


概 要 

汎用 I / O ポートは，入力信号4ビット，出力信号1ビット，入出力信号2ビット 
から構成されて釦り， RC -6 000 シリーズのジョイスティックインタフェースと 互 
換性 の ある インタフェース となって いる0 

この汎用 I / O ボートは， PC —8 0 0 1 MKD , PC —8 8 0 1 MKD の I / O ポートと 
は，信号仕様が異なるためこれらで使用可能な周辺機器を接続して使用することはで 
きない。 


I / O ポート 


汎用 I / O ボートで使用される I /〇ボートの多くは， サウンドジェネレータ チッ 
ブ内にある I /〇ボートを使用している。 


6 











OUT 4 OH 

FBEEP 

JOP 1 

EEEP 

GWM 

CLDS 

CCK 

CSTB 

PSTB 


JOP 1: JOP 1 出カボート（正論理） 


P SG 内部ボート 

1) イニシャライズ 



7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

OUT 44 H 

0 

0 

0 

0 

0 

i 

i 

i 


OUT 4 5 H 


7 


6 



SSG 音源 
NOISE 


SSG 音源 
NOISE 


AI EN :常時「0」にして主、く 
B I EN :入出カポートの指定 

0 : JIOP 1, 2を入カボートに指定 
1: JIOP 1, 2を出カボートに指定 


2) デ ー タ入出力 

OUT 44 H 


7 6 5 4 3 2 1 0 
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IN 4 5 H 


3 


2 


0 



J I P 4 

J I P 3 

J IP 2 

J I P 1 


J IP 1 〜 4 :入カポート （ 正論理） 



JI 0 P 1 〜2 :入出カポート（正論理） 



口 


沉用 I / O ボ ー トインタフエ ー ス 


端子番号 

信号名 

1 

J I P 1 

2 

J I P 2 

3 

J I P 3 

4 

J I P 4 

5 

+ 5 V 

6 

J IOP 1 

7 

J I 0 P 2 

8 

J 0 P 1 

9 

GN D 

1 2 

3 4 5 


( 〇 〇 〇 〇 〇 
\ 〇 。〇 〇 / 


6 7 8 9 

沉用 I / O ボートのビンコネクシ ョ ン 


16 7 



① JIP 1 〜 JIP 4 


入カボート（正論理，オーブン時”1，， ） 

(ハードウュアとしては，出カポートとしてブログラムして使用することがで 
きるが，インタフェースの互換性を推持するために，出カポートとしては使用し 
ないこと。） 


② JI 0 P 1 〜 JI 0 P 2 


入出カボート（正論理，ォーブン時”1” ） 

( ブログラムにより，入カボート/出カボートいづれとしても使用可） 

③ J 0 P 1 

出カボート（正論理，リセット時” 0”） 

④ + 5 V 

+ 5 V 電源出力 （MAX 100 mA ) 

⑤ GN D 
信号 GN D 

注意 

この汎用 I /〇ボートは ， PC — 8 0 0 1 MKII 及び PC —8 8 0 1 MKD にある汎 
用 I / O ボートとは機能が異なりますので， PC - 800 1 MKD 及び PC — 8 801 
MKD の汎用 I / O ボートで使用されている周辺機器は接続できません0 

これらの周辺機器は絶対にこの I / O ボートには接続しないで下さい。故障 
の原因となります。 
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14 • 


2 


6 


D E F 


■□□ 


月 



時分秒 


■mEaaBBB a DnnnnBHH 

BUBBBBBBBBBB 


9 


8 


■■■rnnn n lllnnn n B 

DQDBBDDDDDBHDDDBa 


5 



c 


3 


■ 


% 

5 

E 

& 

6 

F 


BgDnQBBB 

■DDDB1B 


n Ba a EaEaBaBBBaBI l 

□■sgsia ■園 S91 


N M 

^ __ 

ST 
B H 


mmls 
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16 進 

10 進 

対応するキ ー 

N 8 8-BASIC 

01 

1 

(CTRL]+[Al 

ヘルプキ ー と同じ 

02 

2 

(CTRL) + [B] 

1 つ前のワードに戻る 

03 

3 

(CTRL) + @ 

実行の中断 

04 

4 1 

(CTRL] +rDl 

カーソル位置から 1 ワードを削除 

05 

5 : 

- j 

(CTRL] -flE) 

カーソル位置から後を消す 

06 

6 : 

(CTRL) +|F1 

1 つ先のワードへ進む 

07 

7 

[CTRL] 

スピーカを鳴らす 

08 

8 

(CTRL) + [H] 

カーソル位置の左側の文す•を削除する 

09 

9 

[CTRL] + [T] 

水平タブ （ 8 文字細） 

0A 

10 


ラインフィード，インサートモードで 

2 行に分割 

(CTRLl 

OB 

11 

[CTRL] + ® 

ホ ー ムポジション 

OC 

12 

(CTRL] +[L| 

テキスト闽面クリア 

OD 

13 

(CTRL) + 關 

_ ■ ■_ 一 ■ … ■ 

キャリッジリターン 

OE 

14 

[CTRL] + fNl 

意味なし 

OF 

15 

(CTRL) 

画向の表示を無効にする 

12 

18 

(CTRL) + [R] 

インサ ー トモ ー ドにする 

13 

19 

ICTRL] + [Si 

実行を一時停止する 

15 

21 

(CTRL) 十回 

1 行キャンセル 

18 

24 

(CTRL) + [X] 

カーソルを行の後に移す 

IB 

27 

(ESC 

意味なし 

1C 

28 

日 

力 ー ソルをれへ移動 

ID 

29 

B 

力 ー ソルを左へ移動 

IE 

30 

m 

力ーソルを上へ移動 

IF 

31 

m 

力ーソルを下へ移動 
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